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はじめに

この章の内容は次のとおりです。

	
対象読者


	
ドキュメントのアクセシビリティについて


	
関連ドキュメント


	
表記規則





対象読者

このドキュメントは、Oracle WebCenter Content 11gのユーザーを対象としています。





ドキュメントのアクセシビリティについて

Oracleのアクセシビリティについての詳細情報は、Oracle Accessibility ProgramのWebサイト(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docacc)を参照してください。


Oracle Supportへのアクセス

サポートをご購入のOracleのお客様は、My Oracle Supportにアクセスして電子サポートを受けることができます。詳細情報は(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=info) か、聴覚に障害のあるお客様は (http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trs)を参照してください。





関連ドキュメント

詳細は、次のOracleドキュメントを参照してください。

	
Oracle Fusion Middlewareドキュメント・ライブラリ 11gリリース1 (11.1.1)


	
http://www.oracle.com/technetwork/index.htmlにあるOracle Technology Network








表記規則

このマニュアルでは次の表記規則を使用します。


	規則	意味
	太字	太字は、操作に関連するGraphical User Interface要素、または本文中で定義されている用語および用語集に記載されている用語を示します。
	イタリック体	イタリックは、ユーザーが特定の値を指定するプレースホルダ変数を示します。
	固定幅フォント	固定幅フォントは、段落内のコマンド、URL、サンプル内のコード、画面に表示されるテキスト、または入力するテキストを示します。
















このリリースの新機能

次のトピックでは、Oracle WebCenter Contentの、リリース11gR1(11.1.1.9.0)の新機能と拡張機能を紹介します。


リリース11gR1 (11.1.1.9.0)の新機能および拡張機能

Oracle WebCenter Contentリリース11gR1 (11.1.1.9.0)には、次の新機能および拡張機能があります。

	
Oracle WebCenter Content

	
新しい構成変数

	
MaxRowsPerTableArchiveExportBatch: フォルダ構造データをエクスポートする前に、アーカイブする表の行の最大数を設定します。


	
SceUseNativeInDataFeeds: SESCrawlerExportコンポーネントが索引の作成用にWeb表示可能ファイルまたはネイティブ・ファイルを選択できるようにします。





	
フォルダをReadOnlyにする新しいオプション。


	
検索索引の構成時に不要なSQL問合せを削減するオプション。


	
品質および機能の向上の恩恵を受けるために、Outside In Technology (OIT)の最新バージョンをサポートします。OITの新規バージョンを利用するために、新規テンプレートdefault_hc-8_5.xmlが導入されました。





	
Oracle WebCenter Capture

	
Oracle WebCenter Enterprise Captureへの再ブランド化。Captureも、製品名の略称としてまだ使用されます。


	
Linux上での、アジア言語OCR(中国語、日本語および韓国語)と、検索可能PDFの作成のサポート。





	
Oracle WebCenter Content: Imaging

	
印刷アプレット機能を使用して大きなドキュメントを印刷する機能。


	
新しいDateTimeアプリケーションのフィールド・タイプ。


	
ネイティブ・ビューアでドキュメントをダウンロードして開く機能。


	
ViewerAutoLaunchAllExtensions MBean属性の概要。











非推奨

Microsoft SharePointのためのWebCenter Contentストレージ・コネクタは非推奨です。ただし、既存のMicrosoft SharePointのためのWCCストレージ・コネクタのデプロイメントは、Oracle Lifetime Supportポリシーに従って継続されます。












1 概要

この章では、Oracle WebCenter Contentリリース・ノート11g リリース1 (11.1.1)の概要を説明します。次の項が含まれます:

	
最新リリース情報


	
このドキュメントの目的


	
システム要件と仕様


	
動作保証情報


	
必要なパッチのダウンロードおよび適用


	
ライセンス情報


	
モバイル・デバイス用Oracle WebCenter Contentリリース情報






1.1 最新リリース情報

このドキュメントの内容は、その発行時点において正確です。オラクル社では、ソフトウェアのリリース後、リリース・ノートを定期的に更新します。リリース・ノートの最新情報および追加情報には、次の場所にあるOracle Technology Networkからアクセスできます。

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=as111190&id=ASWRN






1.2 このマニュアルの目的

このマニュアルには、Oracle WebCenter Content 11gリリース1 (11.1.1)のリリース情報が含まれています。このマニュアルでは、Oracle WebCenter Contentに実際に搭載されている機能とマニュアルに記載されている機能との相違点について説明します。

この内容を確認してから製品をインストールまたは使用することをお薦めします。






1.3 システム要件と仕様

Oracle WebCenter Contentのインストールおよび構成を正常に完了するには、インストール前にハードウェアおよびソフトウェアの前提条件を満たしておく必要があります。

詳細は、Oracle Fusion Middlewareのシステム要件と仕様を参照してください。






1.4 動作保証情報

Oracle WebCenter Content 11gリリース1 (11.1.1)の最新の動作保証情報は、Oracle Fusion Middlewareのサポートされるシステム構成ページで確認できます。






1.5 必要なパッチのダウンロードおよび適用

Oracle WebCenter Content 11gリリース1 (11.1.1)をインストールおよび構成した後、特定の既知の問題に対応するために追加パッチが必要な場合があります。

次の手順を実行して、パッチを取得します。

	
My Oracle SupportのWebサイト(https://myoraclesupport.com/)にログインします。


	
「パッチと更新版」タブをクリックします。


	
「パッチ検索」領域を使用してパッチを検索します。


	
「パッチ検索結果」ページで、パッチを選択し、「ダウンロード」をクリックしてパッチをダウンロードします。


	
パッチに含まれるREADMEファイルの手順に従って、パッチをインストールします。









1.6 ライセンス情報

Oracle WebCenter Contentのライセンス情報は、次の場所で入手可能です。

http://oraclestore.oracle.com

Oracle WebCenter Contentのライセンス準拠に関する詳細情報は、次の場所で入手可能です。

http://www.oracle.com/technetwork/middleware/ias/overview/index.html






1.7 モバイル・デバイス用Oracle WebCenter Contentリリース情報

モバイル・デバイス用Oracle WebCenter Contentリリース情報は次の場所にあります。

https://itunes.apple.com/us/app/oracle-webcenter-content/id701199944?mt=8

https://play.google.com/store/apps/details?id=com.oracle.webcenter.content.android&hl=en












2 Oracle WebCenter Contentのインストールおよび構成

この章では、Oracle WebCenter Contentに関連するインストールおよび構成の問題について説明します。次のトピックが含まれます:

	
2.1項「Oracle WebCenter ContentへのOracle Enterprise Content Management Suiteの再ブランド化」


	
2.2項「Oracle WebCenter CaptureのOracle WebCenter Enterprise Captureへの再ブランド化」


	
2.3項「ドキュメントの訂正箇所」




Oracle WebCenter Contentのインストールおよび構成の詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle WebCenter Contentのインストールと構成』および『Oracle Fusion Middleware Oracle WebCenter Content評価インスタンスのインストール』を参照してください。



2.1 Oracle WebCenter ContentへのOracle Enterprise Content Management Suiteの再ブランド化

Oracle Enterprise Content Management Suiteは、Oracle Fusion Middleware 11g (11.1.1.6.0)ではOracle WebCenter Contentに再ブランド化されています。Oracle WebCenter ContentがOracle WebCenter製品スタックの一部となり、最も完全に統合されたエンタープライズ・コンテンツ管理のオープン・プラットフォームを提供します。

それに応じて、ほとんどのOracle WebCenter Content製品のソフトウェアおよびドキュメントも再ブランド化されました。表2-0に、新旧の名前を示します。


表2-1 Oracle Enterprise Content Management Suiteから再ブランド化されたOracle WebCenter Contentの名前

	新しい名前	新しい短縮名	以前の名前	以前の短縮名
	
Oracle WebCenter Content

	
なし

	
Oracle Enterprise Content Management Suite

	
Oracle ECM


	
Oracle WebCenter Content

	
WebCenter Content

	
Oracle Universal Content Management

	
Oracle UCM


	
Oracle WebCenter Content Server

	
Content Server

	
Oracle Content Server

	
Content Server


	
Oracle WebCenter Content: Inbound Refinery

	
Inbound Refinery

	
Oracle Inbound Refinery

	
Oracle IBR


	
Oracle WebCenter Content: Imaging

Oracle WebCenter Imaging

	
Imaging

	
Oracle Imaging and Process Management

	
Oracle I/PM


	
Oracle WebCenter Content: Records

	
Records

	
Oracle Universal Records Management

	
Oracle URM


	
Oracle WebCenter Content: Desktop

	
Desktop

	
Oracle UCM Desktop Integration Suite

	
Oracle DIS








次の名前は変更されないままです。

	
Oracle Information Rights Management (Oracle IRM)


	
Oracle UCM Site StudioまたはOracle Site Studio (Site Studio)




	
Oracle Universal Records Managementアダプタ




	
Oracle Forms Recognition









2.2 Oracle WebCenter CaptureのOracle WebCenter Enterprise Captureへの再ブランド化

Oracle WebCenter Captureは、Oracle Fusion Middleware 11g (11.1.1.9.0)ではOracle WebCenter Enterprise Captureに再ブランド化されています。Captureも、製品名の略称としてまだ使用されます。






2.3 ドキュメントの訂正箇所

この時点で既知の問題はありません。












3 Oracle WebCenterアプリケーション・アダプタ

この章では、Oracle WebCenterアプリケーション・アダプタに関連する問題について説明します。次のトピックが含まれます:

	
3.1項「構成に関する問題と回避策」


	
3.2項「ドキュメントの訂正箇所」






3.1 構成の問題および回避策

この項では、構成に関する問題およびその回避策について説明します。次のトピックが含まれます:

	
3.1.1項「追加のメタデータ値を渡すためのAXF_MA_PARAMETERS表の移入(管理対象添付ファイル)」


	
3.1.2項「Oracle E-Business Suite Formsを使用した管理対象添付ファイル・ソリューションのためのビジネス・コンテキストの構成」






3.1.1 追加のメタデータ値を渡すためのAXF_MA_PARAMETERS表の移入(管理対象添付ファイル)

この項では、Oracle Fusion Middleware Application Adapters for Oracle WebCenterの管理の「ビジネス・アプリケーションからコンテンツ・サーバーへの追加のメタデータ値の引渡し」に記載されている、Oracle E-Business Suite Forms構成のための、ビジネス・アプリケーションからコンテンツ・サーバーへの追加のメタデータ値の引渡しに関する追加情報を示します。

AXF_MA_PARAMETERS表に移入するには、次のようなスクリプトを使用します。


例3-1 AXF_MA_PARAMETERS表に移入するためのPL/SQLスクリプト


BEGIN
  FOR x1 IN
  (SELECT fndid, block_name FROM axf.axf_fnd_map WHERE FORM_NAME = 'APXINWKB')
  LOOP
  INSERT
  INTO AXF.AXF_MA_PARAMETERS VALUES
  (
  AXF.AXF_MA_PARAMETERS_SEQ.nextval,
  x1.fndid,
  'extraxIDNumber',
  'DATA',
  x1.block_name,
  'INVOICE_NUM',
  NULL,
  '0',
  SYSDATE,
  SYSDATE,
  '0',
  '0'
  );
  END LOOP;
END;




このスクリプトを実行すると、AXF_MA_PARAMETERS表に多数の新しい行が作成されることに注意してください。form_nameパラメータ(APXINWKB)を変更することで、このスクリプトを他のフォームで使用できます。メタデータ・フィールド(xIDNumber)を別のフィールドに変更することもできます。Oracle E-Business Suiteフォーム(xl.block_nameおよびINVOICE_NUM)から別のフィールド値を取得する場合は、それらの設定を置き換えます。






3.1.2 Oracle E-Business Suite Formsを使用した管理対象添付ファイル・ソリューションのためのビジネス・コンテキストの構成

Oracle Fusion Middleware Application Adapters for Oracle WebCenterの管理の「ユーザーのビジネス・コンテキストに基づいた設定のカスタマイズ」の項では、PeopleSoftおよびOracle E-Business Suite OAFを使用した管理対象添付ファイル・ソリューションのためのビジネス・コンテキストの構成方法について説明していますが、Oracle E-Business Suite Formsを使用した場合の方法は説明していません。

Oracle E-Business Suite Formsページごとに、コンテキストの値を渡すAXF_COMMAND_ PARAMETERS表に行を挿入します。表C-22で、PARAMETERNAME=businessObjectContextおよびCONSTANTVALUE=ScanContextの2行目の例を参照してください。値は、定数またはデータ・ブロック/フィールド名を使用して指定できます。








3.2 ドキュメントの訂正箇所

この時点で既知の問題はありません。












4 Oracle WebCenter Content

この章では、Oracle WebCenter Contentに関連する問題について説明します。次のトピックが含まれます:

	
4.1項「一般的な問題および回避策」


	
4.2項「構成の問題および回避策」


	
4.3項「ドキュメントの訂正箇所」






4.1 一般的な問題および回避策

この項では、一般的な問題および回避策について説明します。次のトピックが含まれます:

	
4.1.1項「Site StudioではサイトID、ディレクトリ名およびページ名のマルチバイト・キャラクタはサポートされていない」


	
4.1.2項「Site Studio Publisherではマルチバイト・キャラクタはサポートされていない」


	
4.1.3項「Oracle WebCenter ContentサーバーおよびIPv6のサポート」


	
4.1.4項「中止されたContent Categorizerのトレース・ログ設定」


	
4.1.5項「Internet Explorer 8でコントリビューション・フォルダを表示すると余分な行が表示される」


	
4.1.6項「ログアウトまたは再起動後にWebDAV接続が失敗する」


	
4.1.7項「WinNativeConverterには.NET Frameworkが必要である」


	
4.1.8項「Oracle OpenOffice構成の詳細な設定」


	
4.1.9項「OpenOfficeクラス・ファイルへのクラスパスの設定に関する概要」


	
4.1.10項「Inbound RefineryのPDF変換の結果が元のコンテンツと視覚的に異なる可能性がある」


	
4.1.11項「ユーザー・ロケールとサーバー・ロケールが一致しない場合、WebCenter ContentでOracle E-Business SuiteおよびPeopleSoft管理対象のアタッチメント・ページにアクセスできない」


	
4.1.12項「WindowsとWebDAVの接続の問題」


	
4.1.13項「レコード管理用のxdoruntime.earライブラリの手動追加」


	
4.1.14項「SSXAでのHCSPカスタム要素の使用」


	
4.1.15項「Chromeを使用したSite Studio Webサイトのバックアップ」


	
4.1.16項「ChromeおよびSafariでのDAMビデオ・ストーリーボードのエラー」


	
4.1.17項「FireFoxおよびFCKエディタの使用時における表スタイルの適用の問題」


	
4.1.18項「Content Information Serverが11gに対してサポートされていない」


	
4.1.19項「FireFoxでトレイを使用した際のウィンドウ・サイズ」


	
4.1.20項「Kofax 9でのVB6コンポーネントの依存性」


	
4.1.21項「Windows (32ビット): Windows VistaおよびWindows 7でオフライン・サーバーのステータス・アイコンがオーバーレイ表示されない」


	
4.1.22項「Windows (32ビット): 古い管理対象ファイル・リビジョンをMicrosoft Excelで開けない」


	
4.1.23項「SSPの対象フィルタおよび対象外フィルタでのURLの使用」


	
4.1.24項「Folders_gの非推奨アラートの無効化」


	
4.1.25項「Windows (32ビット): Windows ExplorerでのMicrosoft Officeのドラッグ・アンド・ドロップ」


	
4.1.26項「ZipRenditionStaticAccessのスケジュール済ジョブの情報へのアクセス」


	
4.1.27項「UCMがEBRモードの場合、チェックインフォームおよび検索フォームでエラー・メッセージが表示される」


	
4.1.28項「UCMがEBRモードの場合、ビュー公開エラーがログで確認される」


	
4.1.29項「外部OracleTextSearchによる最適化エラー」


	
4.1.30項「cwallet.ssoの変更をデプロイメント・マネージャに伝播する」


	
4.1.31項「Dynamic Converterコンポーネントが有効になっていると、EBRモードのUCMが起動できない」


	
4.1.32項「9つの言語でサポートされるContent Trackerレポートの日付書式」


	
4.1.33項「Ghostscript 9.07でサポートされないInbound RefineryのPDF最適化」


	
4.1.34項「Firefoxブラウザのタイ語ロケールで大きいアジア・フォントが表示される」


	
4.1.35項「最上位に表示コンテキスト・メニュー・オプションが、WebCenter Contentユーザー・インタフェースで予期されるようには表示されない」


	
4.1.36項「Windows (32ビット): Internet Explorer 9およびWebCenter Contentユーザー・インタフェースを使用してファイルをアップロードするためのメタデータ・ウィンドウの表示」


	
4.1.37項「Ask.comツールバーが存在する場合のChrome上のドロップダウン・メニューの使用」


	
4.1.38項「Windows (32ビット): フォルダ検索バーの動作がInternet Explorer 9で不規則である」


	
4.1.39項「WebCenter Contentユーザー・インタフェースのスクリーン・リーダー・モードでの表形式ビューの使用」


	
4.1.40項「Framework FoldersのAutoSuggest先行入力機能の制限」


	
4.1.41項「11gR1のSite Studio ASPおよびJSPサイト機能」


	
4.1.42項「ORA DB 11.2.0.4.0で新しいリビジョンのドキュメントを検索できない」


	
第4.1.43項「Oracle Content TrackerおよびContent Trackerレポート・コンポーネントの使用」






4.1.1 Site StudioではサイトID、ディレクトリ名およびページ名のマルチバイト・キャラクタはサポートされていない

Oracle Site Studioでは、URLに使用されるすべての値(サイトID、ディレクトリ名およびページ名を含む)について、マルチバイト・キャラクタがサポートされていません。






4.1.2 Site Studio Publisherではマルチバイト・キャラクタはサポートされていない

Oracle Site Studio Publisherでは、マルチバイト・キャラクタはサポートされていません。






4.1.3 Oracle WebCenter ContentサーバーおよびIPv6のサポート

Oracle WebCenter ContentサーバーはIPv4/IPv6デュアルスタック・ホストでサポートされますが、IPv6のみのホストではサポートされません。サポートされているトポロジは次のとおりです。

	
Oracle Database (IPv4ホスト上)


	
Oracle WebCenter Content、Oracle WebCenter Content: Records、Oracle WebCenter Content: Inbound Refinery (IPv4/IPv6デュアルスタック・ホスト上)


	
クライアント(ブラウザ)(IPv4またはIPv6ホスト上)









4.1.4 中止されたContent Categorizerのトレース・ログ設定

Content Categorizer固有の実行トレース・ログ設定は中止されました。かわりに、コンテンツ・サーバー・システムの監査情報機能を使用してください。Content Categorizerの実行トレースを有効化するには、「管理システム監査情報」ページの「トレース・セクション情報」セクションで「アクティブなセクション」コントロールにcontentcategorizerを入力します。






4.1.5 Internet Explorer 8でコントリビューション・フォルダを表示すると余分な行が表示される

Internet Explorer 8のデフォルト設定でフォルダを使用する場合、IE8には余分な表示が追加されます。これを解決するには、「互換表示設定」ダイアログを開いて「互換表示でイントラネット サイトを表示する」チェック・ボックスを選択解除します。






4.1.6 ログアウトまたは再起動後にWebDAV接続が失敗する

Windows 7およびWindows Vistaクライアントでは、ログアウトして再ログインした後、または再起動後に、WebDAV経由でのWebCenter Contentへのアクセスに使用されるネットワーク・プレースが機能しなくなります。これは、接続を削除して再作成すると解決します。






4.1.7 WinNativeConverterには.NET Frameworkが必要である

Inbound RefineryコンポーネントWinNativeConverterでは、Windowsオペレーティング・システム用のMicrosoft .NET Framework 3.5 Service Pack 1再配布可能パッケージにvb.Netライブラリが含まれている必要があります。このパッケージは、次の場所にあるMicrosoftダウンロード・センターからダウンロードできます。

http://www.microsoft.com/downloads

「Microsoft .NET Framework 3.5 Service Pack 1」を検索し、dotnetfx35setup.exeをダウンロードしてWindowsオペレーティング・システムにインストールしてください。






4.1.8 Oracle OpenOffice構成の詳細な設定

Oracle OpenOfficeを使用してコンテンツを変換するようInbound Refineryを構成する場合、追加構成の詳細は、『PDF Converterインストレーションおよび管理ガイド』のOracle 10g リリースを参照してください。完全なガイドは、次のURLのOracle Technology NetworkからPDFまたはHTML形式でダウンロードできます。

http://download.oracle.com/docs/cd/E10316_01/ouc.htm

Oracle OpenOffice構成の詳細は、第4章「PDFコンバータのインストール」、サード・パーティのアプリケーションのインストールに関する項内のOpenOfficeに関する項で説明されており、次のURLから直接アクセスできます。

http://download.oracle.com/docs/cd/E10316_01/refinery/refinery_doc_10/pdfconverter/wwhelp/wwhimpl/common/html/wwhelp.htm?context=install_admin_pdfc_10en&file=page_04_19.htm

Oracle OpenOffice構成の詳細は、第4章「PDFコンバータのインストール」、サード・パーティのアプリケーションのインストールに関する項内のOpenOfficeに関する項で説明されており、次のURLから直接アクセスできます。

http://download.oracle.com/docs/cd/E10316_01/refinery/refinery_doc_10/pdfconverter/wwhelp/wwhimpl/common/html/wwhelp.htm?context=install_admin_pdfc_10en&file=page_04_19.htm






4.1.9 OpenOfficeクラス・ファイルへのクラスパスの設定に関する概要

『Oracle Digital Asset Manager and Conversion管理ガイド』の第2章「変換の管理」、コンテンツ・サーバーとRefineryの通信の構成に関する項のステップ2では、次を入力するよう求められます。


JAVA_CLASSPATH_openoffice_jars=<OfficePath>/Basis/program/classes/unoil.jar:<OfficePath>/URE/java/ridl.jar:<OfficePath>/URE/java/jurt.jar:<OfficePath>/URE/java/juh.jar


<OfficePath>の正規の値にはスペースが含まれる可能性があるため、Microsoft Windows環境でこの値を設定する際は注意が必要です。

パスは引用符で囲まず、パス区切りには円記号(\)ではなくスラッシュ(/)を使用し、パス内のスペースは円記号(\)を使用してエスケープするようにしてください。たとえば、Windows環境で正しく表記されたクラスパスは、次のようになります。


JAVA_CLASSPATH_openoffice_jars=C:/Program\Files/OpenOffice.org\3/Basis/program/classes/unoil.jar:C:/Program\Files/OpenOffice.org\3/URE/java/ridl.jar:C:/Program\ Files/OpenOffice.org\3/URE/java/jurt.jar:C:/Program\ Files/OpenOffice.org\ 3/URE/java/juh.jar






4.1.10 Inbound RefineryのPDF変換の結果が元のコンテンツと視覚的に異なる可能性がある

Oracle WebCenter Content: Inbound Refineryでは、ネイティブ・フォーマットからPDFへ変換されるコンテンツの視覚的な整合性とフォーマットを保つために最善が尽くされていますが、生成されるPDFのレプリケーションが視覚的に厳密であることは保証できません。






4.1.11 ユーザー・ロケールとサーバー・ロケールが一致しない場合、WebCenter ContentでOracle E-Business SuiteおよびPeopleSoft管理対象のアタッチメント・ページにアクセスできない

WebCenter ContentのOracle E-Business SuiteおよびPeopleSoft管理対象のアタッチメント機能では、ユーザー・ロケールとサーバー・ロケールが一致しない場合、管理対象のアタッチメント・ページにアクセスする権限がユーザーに付与されません。つまり、ユーザーはこれらのページを表示できません。






4.1.12 WindowsとWebDAVの接続の問題

状況によっては、サポートされているWindowsオペレーティング・システムでも、HTTPを介して実行され、HTTP Basic認証を使用しているWebDAVサーバーへの接続が困難である場合があります。これを修正するには、クライアント・コンピュータのレジストリを編集してBasic認証を有効にする必要があります。詳細は、http://support.microsoft.com/kb/841215にあるMicrosoft Knowledge Baseの文書番号841215を参照してください。






4.1.13 レコード管理用のxdoruntime.earライブラリの手動追加

Oracle WebCenter Content製品にレコード管理機能がインストールされている場合、ドメインの作成後、Oracle WebLogic管理コンソールからxdoruntime.earライブラリを手動で追加する必要があります。管理対象サーバーを初めて起動する前に、Oracle WebCenter ContentのEARファイルのweblogic-application.xmlファイルにこのライブラリへの参照を追加する必要があります。

WebLogic WebCenter Contentドメインにxdoruntime.earを追加するには、次の手順を実行します。

	
ドメインの作成後、管理サーバーのみを起動します。管理対象WebCenter Contentサーバーがすでに起動されている場合、管理者は後で追加手順を実行し、デプロイされているWebCenter Contentサーバー・インスタンスへの参照を追加する必要があります。


	
ブラウザでWeblogicコンソールを開きます。左側のペインで「デプロイメント」をクリックします。各ページを参照し、WebLogic管理コンソール内にxdoruntime.earファイルがすでに存在するかどうかを確認します。すでに存在する場合は、これ以上の手順を実行する必要はありません。


	
xdoruntime.earファイルが存在しない場合は、「デプロイメント」表示で「インストール」をクリックします。ファイル選択ダイアログが開きます。使用可能なファイル・システムを参照し、次のパスでxdoruntime.earを選択します。


/FMW_HOME/Oracle_ECM1/ucm/idc/components/ReportPublisher/lib/xdoruntime.ear


	
「次へ」をクリックします。ファイルをライブラリとして選択するためのオプション・ページが開きます。「このデプロイメントをライブラリとしてインストールする」を選択し、「次へ」をクリックします。


	
「ターゲット選択」画面が開きます。すべてのターゲットを選択し、「次へ」をクリックします。


	
「デプロイメント名」画面が開きます。「セキュリティ」セクションで、「DDのみ: デプロイメント・ディスクリプタ内に定義されたロールとポリシーのみを使用します。」を選択します。「ソースのアクセス可能性」セクションで、「すべてのターゲットにこのアプリケーションをコピーする」を選択し、「次へ」をクリックします。


	
「追加構成」セクションで、「はい、デプロイメントの構成画面に移動します。」を選択し、「終了」をクリックします。これで、ライブラリが使用環境にデプロイされます。




WebCenter Contentエンタープライズ・アプリケーション・ライブラリからデプロイされたライブラリを参照するには、次の手順を実行します。

	
次のパスからcs.earファイルを抽出します。


/FMW_HOME/Oracle_ECM1/ucm/idc/components/ServletPlugin/cs.ear


	
抽出したディレクトリで、META-INF/weblogic-application.xmlを変更し、ライブラリ参照として次の行を追加します。


<library-ref>
    <library-name>oracle.xdo.runtime</library-name>
</library-ref>


	
抽出した変更済ディレクトリからcs.earという名前のアーカイブ・ファイルを作成し、取得元のパス内の同じ名前でこのファイルを置き換えます。この変更は、アンデプロイされたすべてのWebCenter Contentサーバー・インスタンスに適用されます。


	
管理対象サーバーを起動します。




ドメインが作成された後に管理対象サーバーが少なくとも1回起動されている場合、次を実行します。

	
次の例のようなパスにあるデプロイ済WebCenter Contentドメイン内のOracle WebCenter Contentエンタープライズ・アプリケーションのweblogic-application.xmlを探します。


/FMW_HOME/domain path/servers/UCM_server1/servers/UCM_server1/tmp/_WL_user/Oracle Universal Content Management - Content Server/k6ggd/META-INF/weblogic-application.xml


META-INF/weblogic-application.xmlを変更し、ライブラリ参照として次の行を追加します。


<library-ref>
    <library-name>oracle.xdo.runtime</library-name>
</library-ref>


/FMW_HOME/domain path/servers/内にUCM_server1がない場合、このステップは必要ありません。これは、UCM_server1をこの場所にデプロイしたはずの管理対象サーバーが起動されていないためです。









4.1.14 SSXAでのHCSPカスタム要素の使用

新規カスタム要素フォームを最初から作成している場合(既存のフォームをコピーして要素フォームを作成するのではなく)、SSXAでの適切なロードに関する問題が発生する可能性があります。

SSXA内でHCSPカスタム要素を使用するには、SSXAアプリケーションのweb.xmlファイルに次を含める必要があります。


<mime-mapping>
    <extension>hcsp</extension>
    <mime-type>text/html</mime-type>
</mime-mapping>


これにより、カスタム要素に関連するファイルをダウンロードするかわりに実行できるようになります。






4.1.15 Chromeを使用したSite Studio Webサイトのバックアップ

Chromeを使用してSite Studio Webサイトをバックアップし、アーカイブを管理してZIPファイルとしてダウンロードする場合、ZIPファイルの名前が予想どおりにならない可能性があります。

ZIPファイルとしてダウンロードしたアーカイブの名前は、server_DDMMYYYY_HHMMSS.zipというフォーマットにする必要があります。しかし、Chromeを使用する場合、この名前はidcplg.zipでもかまいません。






4.1.16 ChromeおよびSafariでのDAMビデオ・ストーリーボードのエラー

Windows Media PlayerまたはQuickTime Playerのプラグインを備えたChromeまたはSafariブラウザで、(特定の時点でビデオの再生を開始する)ビデオ・アイテムの「レンディション情報」ページ上のストーリーボード・リンクが機能しません。このリンクをクリックしても何も起こりません。これらは、Flash Playerを備えたChromeおよびSafariで機能するだけでなく、FirefoxおよびIE内のすべてのプラグインで機能します。






4.1.17 FireFoxおよびFCKエディタの使用時における表スタイルの適用の問題

Site StudioコントリビュータとともにFirefoxブラウザおよびFCKエディタを使用する場合、表に使用可能な表スタイルを適用するのが困難です。これはFCKエディタで欠落している機能であり、FirefoxまたはSite Studioの制限ではありません。






4.1.18 Content Information Serverが11gに対してサポートされていない

Oracle Content Information Server (CIS)は、任意のフォーマットのWebCenter Content 11g接続に対してサポートされていません。






4.1.19 Firefoxでトレイを使用した際のウィンドウ・サイズ

コンテンツ・サーバーでSite Studioとともにトレイ表示を使用する場合、Firefoxブラウザで表示した一部の画面がブラウザ・ウィンドウに適切に収まりません。






4.1.20 Kofax 9でのVB6コンポーネントの依存性

Kofax 9では、多くのエクスポート・コネクタに必要なVB6コンポーネントがインストールされません。エクスポート・コネクタの使用に必要なVB6コンポーネントをインストールおよび登録してください。






4.1.21 Windows (32ビット): Windows VistaおよびWindows 7でオフライン・サーバーのステータス・アイコンがオーバーレイ表示されない

Windows XP上のOracle WebCenter Content: Desktopでは、Windowsエクスプローラ内のOracle Content Serverのツリーにオフラインのコンテンツ・サーバー用の特別なアイコン・オーバーレイ(赤い丸に赤の斜線)が表示されます。このアイコンはWindows VistaおよびWindows 7では表示されません。サーバーがオフラインかどうかは詳細ペインで確認できます。






4.1.22 Windows (32ビット): 古い管理対象ファイル・リビジョンをMicrosoft Excelで開けない

「Oracle WebCenter Content: Desktop」で提供されるMicrosoft Office統合により、Officeアプリケーションで管理対象ファイルの古いリビジョンを開くことができます。しかし、この機能はMicrosoft Excelでは使用できません。これはDesktopのバグではなく、同じ名前の2つのファイルを同時に開くことができないという、Excelの制限です。






4.1.23 SSPの対象フィルタおよび対象外フィルタでのURLの使用

対象フィルタまたは対象外フィルタのリストでURLを使用する場合、ピリオド(.)をエスケープする必要があります。そうしないと、フィルタは失敗します。例:


http://www\.oracle\.com/information/about\.html


ピリオド(.)が、'\'でエスケープされています。






4.1.24 Folders_gの非推奨アラートの無効化

Folders_gが有効になっていると、次のようなアラートが表示されます: 「Folders_gコンポーネントが使用されていますが、現在は非推奨です。Folders_gをFrameworkFoldersコンポーネントに置き換えてください。このコンポーネントはフォルダ機能を実装しています。Folders_gデータは、新しいフォルダ機能に移行できます。」

このアラートが表示されないようにするには、config.cfgファイルを開き、次の構成値を設定します。


DisableFoldersgDeprecationMesssage=1






4.1.25 Windows (32ビット): Windows ExplorerでのMicrosoft Officeのドラッグ・アンド・ドロップ

Windows 7またはVistaシステムでは、Microsoft Officeドキュメント、特に、Office 2007/2010のネイティブ形式(.docx、.xlsxまたは.pptx拡張子)のドキュメントを、Windowsエクスプローラの「Oracle WebCenter Content: Desktop」コンテンツ・フォルダからコンテンツ・サーバー外の場所にドラッグ・アンド・ドロップすると、破損することがあります。

ドキュメントを編集する場合、コンテキスト・メニューの「チェックアウト」または「オフラインで使用可能」(以前の「オフライン使用可能に設定」)項目を使用する必要があります。

管理権限があれば、ドラッグ・アンド・ドロップ操作を実行する前に、DesktopTagコンポーネントを無効にして、ドキュメントの破損を防ぐことができます。






4.1.26 ZipRenditionStaticAccessのスケジュール済ジョブの情報へのアクセス

ZipRenditionManagementコンポーネントは、スケジュール済ジョブを自動的に作成して静的レンディションの作成を支援します。このジョブは、設定または構成プロセス中に間違ったタイミングで作成されることがあり、それが原因で、管理者が「管理」→「スケジュールされたジョブの管理」→「アクティブなスケジュールされたジョブ」ページにアクセスするとエラーが発生します。管理者がジョブを削除してContent Serverを再起動すると、ジョブが再作成されて、「アクティブなスケジュールされたジョブ」ページからエラーがスローされなくなります。






4.1.27 UCMがEBRモードの場合、チェックインフォームおよび検索フォームでエラー・メッセージが表示される

UCMがEBRモードで実行されている場合、チェックイン・フォームまたは検索フォームを開くと、次のエラーが表示されます。

「websiteobjecttypelistビューのデータを生成できません。WebsiteObjectTypeListビューのwhere句を構築できません。dKeyフィールドが表OptionsListに存在しません。」

「pachagedconversionslistビューのデータを生成できません。PachagedConversionsListビューのwhere句を構築できません。dKeyフィールドが表OptionsListに存在しません。」

「pdfwtemplatetypelistビューのデータを生成できません。PdfwTemplateTypeListビューのwhere句を構築できません。dKeyフィールドが表OptionsListに存在しません。」

「videorenditionslistビューのデータを生成できません。VideoRenditionsListビューのwhere句を構築できません。dKeyフィールドが表OptionsListに存在しません。」

そのため、フォーム内の一部のドロップダウンにデータが移入されません。






4.1.28 UCMがEBRモードの場合、ビュー公開エラーがログで確認される

UCM管理対象サーバーを起動すると、!csSchemaUnableToPublishViewのようなエラーが表示されることがあります。このようなエラーは、UCMがEBRモードのときのみ発生します。






4.1.29 外部OracleTextSearchによる最適化エラー

Oracle 11.2.0.2.0データベースを使用するOracleTextSearchを外部検索プロバイダとして使用すると、最適化エラーがログに表示されることがあります。これは、UCMではなくデータベースの問題です。この問題は11.2.0.3.0データベースで解決されています。






4.1.30 cwallet.ssoの変更をデプロイメント・マネージャに伝播する

cwallet.ssoファイルへの更新が、UCMサーバーからデプロイメント・マネージャに伝播されないことがあります。このような場合は、変更を手動で伝播する必要があります。

Oracle UCMサーバーは、次の場所にあるcwallet.ssoファイルを更新します。


WAS_PROFILES/UCM_SERVER_NAME/config/cells/UCM_CELL_NAME/fmwconfig/ 


ファイルは、「インストール後の構成」ページで構成を完了した後か、PdfWatermarkまたはBpelIntegrationコンポーネントを有効にした後に起動すると、更新されます。このような場合に、この変更をデプロイメント・マネージャに伝播して戻します。

これを行うには、cwallet.ssoファイルを次の場所にコピーします。


WAS_PROFILES/DEPLOYMENT_MANAGER_NAME/config/cells/UCM_CELL_NAME/fmwconfig/ 


コピーは、起動の直後に行います。






4.1.31 Dynamic Converterコンポーネントが有効になっていると、EBRモードのUCMが起動できない

UCMがEBRモードで、Dynamic Converterが有効になっている場合、HtmlConversionsオブジェクトの作成でエラーが発生するため、UCM管理対象サーバーは起動しません。ORA-00955エラーがこの例外で参照されます。


!csDbUnableToPerformAction_create,HtmlConversions!$ORA-00955: name is already used by an existing object


考えられる回避策は、コンポーネント・ウィザードを使用してDynamicConverterコンポーネントを無効にすることです。






4.1.32 「Content Trackerレポート」の日付書式は9言語でサポートされている

「Content Trackerレポート」ページの自動入力日付は、9つの言語でのみサポートされています。管理ロケールがその9つの言語のいずれかに設定されていない場合、日付書式はデフォルト(英語)で表示されます。

サポートされる管理ロケールは、簡体字中国語、繁体字中国語、ドイツ語、イギリス英語、アメリカ英語、スペイン語、フランス語、イタリア語、日本語の9つです。






4.1.33 Ghostscript 9.07でサポートされないInbound RefineryのPDF最適化

Inbound Refinery WinNativeConverterを使用してドキュメントをPDFに変換する際、使用しているDistillerがGhostscriptバージョン9.07である場合は、PDF最適化オプションが動作しません。PDF最適化はGhostscriptバージョン9.06では動作しません。






4.1.34 Firefoxブラウザのタイ語ロケールで大きいアジア・フォントが表示される

タイ語ロケールに設定したContent ServerでFirefoxブラウザを使用する場合、アジア・キャラクタのフォント・サイズが非アジア・キャラクタよりも大きくなります。この問題はFirefoxに固有です。一般的には異なるブラウザを使用することをお薦めします。

タイ語ロケールでFirefoxを使用するための回避策として、Content Serverの「アクセシビリティ」プリファレンスにアクセスして「大きいフォントの使用」を選択します。次にFirefoxのオプションで、「フォントと配色」セクションの「詳細設定」ダイアログを開き、「Webページが指定したフォントを優先する」を選択解除します。タイ語のフォントが正確に表示されるようになります。






4.1.35 「最上位に表示」コンテキスト・メニュー・オプションが、WebCenter Contentユーザー・インタフェースで予期されるようには表示されない

マルチレベル・フォルダ・ツリーを操作するために(ネイティブの11gインタフェースではなく)WebCenter Contentユーザー・インタフェースを使用して、「最上位に表示」コンテキスト・メニュー・オプションを表示するためにサブフォルダ上で右クリックしても、オプションがすぐに表示されない場合があります。また、オプションが表示されたとき、クリックしてもすぐに機能しない場合があります。

回避策として、常にフォルダを最初に(左クリックによって)選択してから、右クリックしてコンテキスト・メニューを起動します。






4.1.36 Windows (32ビット): Internet Explorer 9およびWebCenter Contentユーザー・インタフェースを使用してファイルをアップロードするためのメタデータ・ウィンドウの表示

(ネイティブの11gインタフェースではなく)WebCenter Contentユーザー・インタフェースおよびInternet Explorerバージョン9を使用して、複数のファイルをアップロードするために選択する場合、行をクリックしてもメタデータ・ウィンドウが展開されません。これは、Firefoxバージョン18、ChromeまたはSafariバージョン5での動作と一貫性がありません。

回避策として、ファイル名をクリックしてメタデータ・ウィンドウを展開します。






4.1.37 Ask.comツールバーが存在する場合のChrome上のドロップダウン・メニューの使用

(ネイティブの11gインタフェースではなく)WebCenter Contentユーザー・インタフェースおよびChromeを使用する場合、Ask.comツールバーが存在するためにドロップダウン・メニューの機能が無効になります。回避策として、Ask.comツールバーを削除します。






4.1.38 Windows (32ビット): フォルダ検索バーの動作がInternet Explorer 9で不規則である

(ネイティブの11gインタフェースではなく)WebCenter Contentユーザー・インタフェースおよびInternet Explorerバージョン9を使用して、フォルダ検索バーのテキスト入力領域をクリックすると、動作が不規則になります。たとえば、プレースホルダ・テキストが消去され入力がフォーカスされたり、検索バー・ボタンが有効でツリーが非表示になったり、あるいは正常に動作する場合もあります。






4.1.39 WebCenter Contentユーザー・インタフェースのスクリーン・リーダー・モードでの表形式ビューの使用

「ドキュメント」、「ライブラリ」、「お気に入り」または「フォルダ」ページにアクセスするために、スクリーン・リーダー・モードで(ネイティブの11gインタフェースではなく)WebCenter Contentユーザー・インタフェースを使用して、表形式ビューに切り替えると、「コンテキスト」メニューを取得するために右クリックしたときにエラーが発生します。回避策として、目的のドキュメントを選択し、メニュー・バーおよび「その他」メニューを使用して「コンテキスト」メニューにアクセスします。この状況は、表形式ビューでスクリーン・リーダー・モードを使用した場合のみ発生します。






4.1.40 Framework FoldersのAutoSuggest先行入力機能の制限

ネイティブの11gインタフェースではなくWebCenter Contentユーザー・インタフェースが実装されている場合、Framework Foldersを有効にする必要があります(Folders_gは使用できません)。11.1.1.8.0では、ユーザーが検索語句を入力するとFramework FoldersによってAutoSuggest先行入力機能が使用されます。AutoSuggest機能が必要であり、WebCenter Contentユーザー・インタフェースでAutoSuggestConfigコンポーネントの一部として有効化されます。デフォルトで、AutoSuggest索引エンジンは語句をグラムに分割して索引に格納します。パフォーマンスをよくするため、最小グラム長はデフォルトの2に設定されます。最小グラム長が2であるため、ユーザーは長さが1文字のみであるユーザー名およびロール名は選択できません。1文字のみの名前のドキュメント、フォルダ、ライブラリ、ユーザーおよびロールは作成しないでください。






4.1.41 11gR1のSite Studio ASPおよびJSPサイト機能

Active Server Page (ASP)サイトとJava Server Pages (JSP)サイトは、従来の(10gリリース4以前の)プロジェクトでも引き続き使用できますが、これらには11gリリース1機能がありません。Site Studioの以前のリリースを使用した場合と同じように機能します。

ASPサイトは、Site Studio 11gR1コンポーネントが10g Content Serverにインストールされている場合のみ機能します。IISは11g Content ServerのサポートされているWebサーバーではないため、ASPサイトを11g Content Serverで初期状態のまま動作させることはできません。






4.1.42 ORA DB 11.2.0.4.0で新しいリビジョンのドキュメントを検索できない

Oracle Database 11g Enterprise Editionリリース11.2.0.4.0の使用時に、新しいリビジョンのドキュメントを、CS Native UIおよびADFUIで検索できません。この問題を修正するには、ORA DB 11.2.0.4.0にDBパッチ16892262を適用すると、新しいリビジョンのドキュメントが検索可能になり、CS Native UIとADFUIの両方に表示されます。






4.1.43 Oracle Content TrackerおよびContent Trackerレポート・コンポーネントの使用

注意: パッチまたはアップグレードが発生すると、Oracle Content TrackerおよびContent Trackerレポート・コンポーネントに対する変更は失われます。








4.2 構成の問題および回避策

この項では、構成に関する問題およびその回避策について説明します。次のトピックが含まれます:

	
4.2.1項「Oracle Text Searchコンポーネントに最低限必要なJDBCドライバのバージョン」


	
4.2.3項「コントリビューション・フォルダを変更するためのセキュリティ権限の設定」


	
4.2.4項「Linux x86: Oracle Content Server 10gR3用のSite Studio for External Applications (SSXA)ポート値」


	
4.2.5項「Oracle Content Server 10gR3用のSSXAに必要なDCバージョン」


	
4.2.6項「ライブラリをターゲットとするプロデューサとしてのContent Portlet Suite (CPS) WebCenter」


	
4.2.7項「Oracle Access Manager 11gと統合されるSSOログアウトのログアウトURL」


	
4.2.8項「ActiveDirectoryへのJPS接続でのカスタム信頼ストアの使用」


	
4.2.11項「電子シグネチャのログインおよび時間制限」


	
4.2.12項「一時ディレクトリの構成」


	
4.2.13項「セッション・パラメータごとの最大ウィンドウ数の設定」


	
4.2.14項「ネイティブの11gインタフェースではAutoSuggestConfigコンポーネントを無効化する必要がある」


	
4.2.15項「Content Serverのローカライズおよび詳細トレース」






4.2.1 Oracle Text Searchコンポーネントに最低限必要なJDBCドライバのバージョン

WebCenter Content 11gR1に含まれているOracle Text Searchコンポーネントには、JDBCドライバのバージョン10.2.0.4以上が必要です。これより古いバージョンのJDBCドライバでは機能しません。






4.2.2 Windows (32ビット): Windows 7のInbound Refineryに対して8.3ファイル・ネーミングを手動で無効化する

WindowsプラットフォームでOracle WebCenter Content: Inbound Refineryを実行すると、次のアラートが表示されます。

「Webレイアウト・ディレクトリは8dot3セマンティクスでファイル・システム上に存在します。レガシー16ビットの8dot3ファイル名がリビジョン・ラベルと競合しているため、ファイルが失われます。"Installer DisableNtfs8dot3"を実行してからWindowsを再起動して、8dot3セマンティクスを無効にしてください。」

Windows 7の場合、Installer DisableNtfs8dot3を実行しても問題は解決しません。Windowsレジストリで構成の変更を手動で行う必要があります。

Windowsレジストリを変更するには、次のキーに移動します。


HKEY_LOCAL_MACHINE/SYSTEM/CurrentControlSet/Control/FileSystem


次に、NtfsDisable8dot3NameCreationキーの値を1に設定します。新しい設定を有効にするには、Windowsを再起動する必要があります。

Inbound Refineryは、Windows 7の開発環境のみでサポートされていることに留意してください。






4.2.3 コントリビューション・フォルダを変更するためのセキュリティ権限の設定

デフォルトでは、ユーザーがコントリビューション・フォルダ(Folders_g)を変更するために必要なのはRW権限のみです。このようなデフォルト設定になる前は、コラボレーションが有効でないかぎりRWDまたは所有者が必要でした。

RWD権限に明示的に依存するユーザーは、この設定を有効にするための環境変数を設定する必要があります。WebCenterユーザーやアップグレード問題のないユーザーは関係ありません。

RWではなくRWDが必要なユーザーは、次のように変数を設定してください。


FoldersModifyWithRW=false






4.2.4 Linux x86: Oracle Content Server 10gR3用のSite Studio for External Applications (SSXA)ポート値

JDeveloper Site Studio for External Applications接続ダイアログでは、Oracle Content Server 11gインスタンス用としてデフォルトのWeb接続ポート値16200が事前に移入されています。Oracle Content Server 10gR3 Webサーバーはほとんどの場合、ポート80をリスニングします。したがって、Oracle Content Server 10gR3インスタンスに接続する場合は、この値を変更する必要があると考えられます。






4.2.5 Oracle Content Server 10gR3用のSSXAに必要なDCバージョン

Oracle Content Server 10gR3から表示されるSite Studio Webサイトでネイティブ・ドキュメントの動的変換を使用するには、Dynamic Converterビルド・バージョン8.1.0.736以上をインストールおよび構成する必要があります。






4.2.6 ライブラリをターゲットとするプロデューサとしてのContent Portlet Suite (CPS) WebCenter

カスタム管理対象サーバーを作成する場合、新しく作成する管理対象サーバーに対して次のライブラリ(CPS_Portletなど)をターゲットとする必要があります。11gR1 PS2 (11.1.1.3)用のライブラリは、WebCenterの11gR1 PS3 (11.1.1.4)および11gR1 PS4 (11.1.1.5)インストールのライブラリとは異なります。

WebCenterの11gR1 PS2 (11.1.1.3)インストールのライブラリ:

	
oracle-ridc-client-app-lib(10.3.2,10.3.2)


	
oracle-ucm-spi-app-lib(10.3.2,10.3.2)


	
p13n-app-lib-base(10.3.2,10.3.2)


	
vcr-app-lib(10.3.2,10.3.2)


	
oracle.webcenter.framework(11.1.1,11.1.1)


	
oracle.webcenter.spaces.fwk(11.1.1,11.1.1)




WebCenterの11gR1 PS3 (11.1.1.4)および11gR1 PS4 (11.1.1.5)インストールのライブラリ:

	
oracle.ucm.ridc.app-lib(11.1.1,11.1.1)


	
p13n-app-lib-base(10.3.2,10.3.2)


	
oracle.webcenter.framework(11.1.1,11.1.1)


	
oracle.webcenter.spaces.fwk(11.1.1,11.1.1)


	
oracle.webcenter.framework.core(11.1.1,11.1.1)




Oracle WebCenter 11gR1 PS3 (11.1.1.4)でOracle Content Portlet Suite 11gR1 PS3 (11.1.1.4)を使用する場合、例外「java.lang.IllegalArgumentException:IdcContext.setUser()メソッドは有効ではありません。このメソッドは使用しないでください。」が表示されます。

この問題を解決するために使用可能なオプションについては、Oracleサポートに連絡してください。






4.2.7 Oracle Access Manager 11gと統合されるSSOログアウトのログアウトURL

WebCenter ContentをOracle Access Manager 11gと統合する場合、WebGateのログアウトURL設定に次を追加してください。


/oamsso/logout.html






4.2.8 ActiveDirectoryへのJPS接続でのカスタム信頼ストアの使用

LDAPサーバーからユーザーのロール/グループをフェッチするには、WebCenter Contentに対してJpsUserProviderが稼働している必要があります。JPSレイヤーは、SSL信頼ストア構成をWLSから自動的には選択しません。WLS構成ではカスタム信頼ストアが使用されているため、ActiveDirectoryに対するJPS接続でこのカスタム信頼ストアが使用されていないことが問題になります。

したがって、UCM_server1を起動する場合、次のJavaプロパティを設定してください。


Djavax.net.ssl.trustStore=<location of custom truststore>
Djavax.net.ssl.trustStorePassword=<truststore password>


startManagedWeblogic.shを使用してコマンドラインからサーバーを起動する場合、startManagedWeblogic.shを呼び出す前に環境変数EXTRA_JAVA_PROPERTIESを設定できます。

NodeManagerを使用してサーバーを起動する場合、UCM_server1の構成用の「サーバーの起動」タブ内の「引数」を設定することにより、WLS管理コンソールを使用してこれらを設定できます。






4.2.9 Windows (32ビット): Windows 7クライアントでのWebDAVの使用

Windows 7クライアントでWebDAVを使用する場合は、次の事項を考慮してください。

	
WebDAVを使用する際にはレジストリの変更は必要ありません。

	
Windows 7は、HTTP経由またはHTTP基本認証を使用して実行しているWebDAVサーバーに接続されません。これを修正するには、これらのレジストリ・エントリを設定します。

	
HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\

Services\WebClient\Parameters\BasicAuthLevelを2に設定します。


	
HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\

Services\WebClient\Parameters\UseBasicAuthを2に設定します。





	
デフォルトでは、Office 2010では、非SSL接続での、Basic認証を使用するWebDAV経由のドキュメントは開かれません。

この問題を回避するには、レジストリ・エントリ

HKEY_CURRENT_USER\Software\Microsoft\Office\14.0\Common\

Internet\BasicAuthLevelを作成し、それを2に設定します。


	
Windows 7 (Mini-Redirector)で使用されるWebDAV実装では、WebDAVロック・プロトコルは正しく実装されません(WebDAVバージョン6.1.7601.17514での場合)。これは、エクスプローラを使用したドラッグ・アンド・ドロップ時に、エラーが発生するという意味です。ただし、ファイルはおそらく正しくチェックされます。

エラーを回避するには、レジストリ設定でロック・プロトコルをオフにします。HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\

Services\WebClient\Parameters\SupportLockingを0に設定します。





	
ドラッグ・アンド・ドロップで空の最初のリビジョンが作成されます。

Windows 7 (Mini-Redirector)で使用されるWebDAV実装では、エクスプローラを使用してドラッグ・アンド・ドロップ時に最初のリビジョンの空のファイルが作成されます。これは、ファイルの最初のドラッグ・アンド・ドロップで2つのリビジョンを取得し、最初のリビジョンがゼロ・バイトであるという意味です。


	
WindowsエクスプローラでのWebDAVへの「Network location」ショートカットは動作を停止します。

Oracle WebCenter Content ServerのWebDAV共有へアクセスし、参照する一般的な方法は、次のように、エクスプローラでネットワークの場所を作成することです。

	
左側のエクスプローラのナビゲーション・ツリーで「コンピュータ」を選択し、右側で「ネットワークの場所を追加する」を選択します。


	
コンテンツ・サーバーへのWebDAV URLを入力します。

(http://..../_dav/cs/idcplg/webdav/)


	
ログインします。




ログインしたら、コンテンツ・サーバーWebDAV URLへのショートカットが、エクスプローラのクライアント・コンピュータのドライバのリストの下に表示されます。

最初は、予期したとおり、このショートカットを使用してコンテンツ・サーバーのWebDAV共有へアクセスできます。しかし、セッションの有効期限が切れると(構成によりますが通常は非アクティブになって2時間後)、再度このショートカットを使用してWebDAV共有へアクセスできません。このようなことが起こるのは、ショートカット・データが保存されて再接続に使用される方法が原因だと思われます。

ショートカットを削除して同じ方法で再作成すれば、正常に動作するはずです。


	
フォルダの削除はパフォーマンスの問題の原因となる可能性があります。Windows 7 (Mini-Redirector)クライアントはフォルダ・ツリー全体をナビゲートし、ツリー内の各アイテムを再帰的に削除します。Microsoftの以前のWebDAVクライアントは1つのDELETEコマンドをサーバーに送信し、フォルダの削除アクションを実行するサーバーに依存していました。新しい動作は、大きいフォルダ・ツリーにパフォーマンスおよびトラフィックの影響を与える可能性があります。


	
フォルダのショートカットを削除すると、そのツリー全体のコンテンツも削除されます。ベースWebDAVプロトコルではフォルダへのショートカットと通常のフォルダは区別されません。つまり、フォルダのショートカットを削除すると、ショートカットのターゲット・フォルダに含まれるすべてのアイテムも削除されるということになります。これは通常、Microsoft XP Webフォルダの実装などの、他のWebDAVクライアントでは起こりません。この理由は、上記の項目4で説明した動作です。









4.2.10 IBM WebSphere Application Serverでの外部LDAP IDストア用の接続プールの設定

IBM WebSphere Application Server (Network Deployment (ND)またはIBM WebSphere Application Server)でOracle WebCenter Contentをインストールするときに、LDAPサーバーは自動的にインストールおよび構成されません。WebCenter Contentを構成するには、WebCenter Contentアプリケーション用に外部LDAPアイデンティティ・ストアをインストールおよび構成する必要があります。Oracle Internet Directoryなどの外部LDAPアイデンティティ・ストアの設定方法の詳細は、Oracle Fusion Middlewareサードパーティ・アプリケーション・サーバー・ガイドのIBM WebSphereでのOracle Fusion Middlewareセキュリティの管理に関する章のIBM WebSphereアイデンティティ・ストアに関する項を参照してください。

LDAPアイデンティティ・ストアをセルに対して設定したら、CONNECTION_POOL_CLASSプロパティをセルのjps-config.xmlファイルに設定して、過剰なLDAP接続を回避する必要があります。次のプロパティをファイルの<serviceInstance>エントリに追加する必要があります。

<property name="CONNECTION_POOL_CLASS" value="oracle.security.idm.providers.stdldap.JNDIPool"/>


IBM WebSphereアプリケーション・サーバーで外部LDAP IDストアの接続プールを設定するには:

	
テキスト・エディタでセルのjps-config.xmlファイルを変更します。

	
WAS_HOME/profiles/profile_name/config/cells/cell_name/fmwconfig/jps-config.xmlファイルを開きます。

WAS_HOMEは、WebSphereアプリケーション・サーバーがインストールされた場所(デフォルトではDISK/IBM/WebSphere/Application Server)です。profile_nameは、セルのWebSphereデプロイメント・マネージャのプロファイル名です。cell_nameはセルの名前です。


	
次のようにして、<serviceInstance>エントリにCONNECTION_POOL_CLASSプロパティを指定します。


<serviceInstance name="idstore.ldap.0" provider="idstore.ldap.provider">
            <property name="subscriber.name" value="dc=us,dc=oracle,dc=com"/>
            <property name="CONNECTION_POOL_CLASS" value="oracle.security.idm.providers.stdldap.JNDIPool"/>
            <property name="bootstrap.security.principal.key" value="bootstrap_idstore"/>
            <property name="idstore.type" value="OID"/>
            <property name="ldap.url" value="ldap://example.com:3060"/>
            <property name="bootstrap.security.principal.map" value="BOOTSTRAP_JPS"/>
            <property name="user.login.attr" value="mail"/>
            <property name="username.attr"  value="mail"/>
            <extendedProperty>
                <name>user.search.bases</name>
                <values>
                    <value>cn=Users,dc=us,dc=oracle,dc=com</value>
                </values>
            </extendedProperty>
            <extendedProperty>
                <name>group.search.bases</name>
                <values>
                    <value>cn=Groups,dc=us,dc=oracle,dc=com</value>
                </values>
            </extendedProperty>
        </serviceInstance>





	
すべての管理対象ノードを同期します。


	
すべてのサーバーを再起動します。




WebSphere Application ServerでOracle WebCenter Contentをインストールおよび構成する方法の詳細は、Oracle Fusion Middlewareサードパーティ・アプリケーション・サーバー・ガイドのIBM WebSphere Application ServerでのOracle WebCenter Contentの管理に関する項を参照してください。






4.2.11 電子シグネチャのログインおよび時間制限

電子シグネチャ認証プロセスは、ユーザーがOracle WebLogic Serverログイン・ページにリダイレクトされてからコンテンツ・アイテムに署名できるように、ESIG_GET_SIGN_CONTENT_FORMおよびESIG_SIGN_CONTENTサービスに対する変更を含んで再設計されました。

「コンテンツ・アイテムの署名」ページには、ユーザーがコンテンツ・アイテムに署名する前のユーザーを再認証する時間制限Cookie(デフォルトは2分)があります。Cookieタイムアウトは、electronicsignatures_environment.cfgファイルのESigCookieTimeOutプロパティ(秒数の値)の設定によって再構成できます。たとえば、Cookieタイムアウト値を30秒に設定するには、次のように指定します: ESigCookieTimeOut=30






4.2.12 一時ディレクトリの構成

ネイティブの11gインタフェースではなくWebCenter Contentユーザー・インタフェースを使用するシステムの場合、管理者は、アプリケーション構成プロパティtemporaryDirectoryを、オペレーティング・システムや他のスケジュール済ジョブによって自動的にクリーンアップされることのない安全な場所に設定する必要があります。

たとえば、temporaryDirectoryプロパティが設定されていない場合、Linuxオペレーティング・システムではデフォルトで/tmpに設定されます。多くのLinuxディストリビューションには、/tmpディレクトリを自動的にクリーンアップするcronジョブが含まれています。この場合、アプリケーションは予期しないエラーから回復できず、再起動する必要があります。






4.2.13 セッション・パラメータごとの最大ウィンドウ数の設定

ネイティブの11gインタフェースではなくWebCenter Contentユーザー・インタフェースを使用するシステムの場合、構成パラメータmaximumWindowsPerSessionを使用してアクティブな「ドキュメント・プロパティ」ウィンドウの数を制限します。デフォルトは10です。WebCenter Contentインスタンスでメモリー消費が多くなりすぎる場合、設定を6に変更して必要なヒープ・サイズを減らすことができます。






4.2.14 ネイティブの11gインタフェースではAutoSuggestConfigコンポーネントを無効化する必要がある

AutoSuggestConfigコンポーネントは、ネイティブの11gインタフェースではなくWebCenter Contentユーザー・インタフェースでのみ有効な新機能です。WebCenter Contentユーザー・インタフェースを使用する場合、FrameworkFoldersおよびAutoSuggestConfigの両方のコンポーネントが必須であり、有効にする必要があります。ネイティブの11gインタフェースを使用する場合、FrameworkFoldersコンポーネントが有効になっていてもAutoSuggestConfigコンポーネントを無効にする必要があります。






4.2.15 Content Serverのローカライズおよび詳細トレース

Content Serverのローカライズの詳細トレースを有効にすると、厳密なエラー検出も有効になります。その結果、無効なキーをContent Serverがローカライズしようとした際に例外がスローされます。Content Serverがこの状態になると、解決策はサーバーの再起動のみです。ローカライズに対する厳密なエラー検出を無効にするには、config.cfgファイル内のパラメータEnableLocalizationAssertions=falseを設定します。








4.3 ドキュメントの訂正箇所

この項では、ドキュメントの訂正箇所を示します。次のトピックが含まれます:

	
4.3.1項「プロデューサとしてのWebCenter用のContent Portlet Suite (CPS) WSRP URL」


	
4.3.2項「11.1.1.9.0ドキュメント・セットに欠落しているコンポーネント構成の更新情報」


	
4.3.3項「Need to Knowコンポーネントの検索結果からのファイルのダウンロード」


	
4.3.4項「アクセス制御リスト(ACL)を更新するにはユーザーにAdmin権限が必要」


	
4.3.5項「SSXAは10gサーバー上で非互換」






4.3.1 プロデューサとしてのWebCenter用のContent Portlet Suite (CPS) WSRP URL

プロデューサとしてWebCenterにCPS EARファイルをデプロイした後、11g PS2 (11.1.1.3)のWSDL URLがPS3 (11.1.1.4)およびPS4 (11.1.1.5)のWSDL URLと異なります。詳細は、『Content Portlet Suiteデプロイメント・ガイド』の3.1.4項、ステップ17を参照してください。

WebCenterのPS2 (11.1.1.3)インストールのWSRP URL:


http://Host_Name:Port/cps/portlets/wsrp1?wsdl


WebCenterのPS3 (11.1.1.4)およびPS4 (11.1.1.5)インストールのWSRP URL:


http://Host_Name:Port/cps/portlets/wsrp2?WSDL






4.3.2 11.1.1.9.0ドキュメント・セットに欠落しているコンポーネント構成の更新情報

11.1.1.6.0ドキュメント・セットに含まれているコンポーネント構成の更新情報が、11.1.1.7.0、11.1.1.8.0および11.1.1.9.0ドキュメント・セットに含まれていません。11.1.1.6.0の『Oracle WebCenter Content System Content Server管理者ガイド』A.3.7項の、コンポーネント構成インタフェースの更新に関する情報は有効であり、http://docs.oracle.com/cd/E23943_01/doc.1111/e10792/e01_interface.htm#CIACFBAG">>http://docs.oracle.com/cd/E23943_01/doc.1111/e10792/e01_interface.htm#CIACFBAGのOracleオンライン・ドキュメント・ライブラリで参照できます。






4.3.3 Need to Knowコンポーネントの検索結果からのファイルのダウンロード

Need to Know (NTK)コンポーネントは、『Oracle Fusion Middleware Oracle WebCenter Contentの管理』ガイドの付録Bで説明されています。次の注意を含める必要があります。




	
注意:

Adminロールをもつユーザーのみが、検索結果からファイルをダウンロードできます。他のユーザーは、検索結果でファイルを参照することはできてもファイルをダウンロードできないか、ドキュメント情報を参照できません。







B.5.3項「検索結果構成情報ページ」に、Script要素についての次の情報が欠落しています。


	要素	説明
	Script (続き)	getNativeFile: enabled: 0に設定するとgetNativeFileが無効化










4.3.4 アクセス制御リスト(ACL)を更新するにはユーザーにAdmin権限が必要

後でユーザーがACLを更新するときにそれを変更できるよう、ドキュメントのチェックイン時に、ユーザーにAdmin権限(Read、Write、DeleteおよびAdmin(RWDA))が付与されている必要があります。






4.3.5 SSXAは10gサーバー上で非互換

『Oracle WebCenter Content Site Studio for External Applications開発者ガイド』の、Oracle Content Server 10gR3での必須コンポーネントの有効化に関する1.3.3項は誤りであり、SSXAは10gサーバー上で互換性を持ちません。














5 Oracle WebCenter Content: Records

この章では、Oracle WebCenter Content: Recordsに関連する問題について説明します。次のトピックが含まれます:

	
5.1項「一般的な問題および回避策」


	
5.2項「構成の問題および回避策」


	
5.3項「ドキュメントの訂正箇所」




この章の情報以外に、このリリース・ノートのOracle WebCenter Contentに関する章も参照してください。WebCenter Contentに影響する問題は、Recordsにも影響する場合があります。



5.1 一般的な問題および回避策

この項では、一般的な問題および回避策について説明します。内容は次のとおりです。

	
5.1.1項「ロール・レポートの出力はレポートを生成するユーザーに依存する」


	
5.1.2項「スクリーニング使用時に返されるアイテム」


	
5.1.3項「Oracle Text Searchおよびレポート構成オプション」


	
5.1.4項「10gからのアップグレードで監査証跡期間が欠落する」


	
5.1.5項「DB2データベースおよびFOIA/PA機能」


	
5.1.6項「保存カテゴリ・コンテンツのソートおよびリスト」


	
5.1.7項「Firefoxを使用したダッシュボードの構成」


	
5.1.8項「保存アイテムのセキュリティ・グループの設定」






5.1.1 ロール・レポートの出力はレポートを生成するユーザーに依存する

ロール・レポートは、「メイン」メニューから「レコード」→「レポート」→「ロール」を選択して生成できます。レポートの出力には、すべてのロールのすべてのデータが表示されない場合があります。出力は、レポートを生成するユーザーおよびそのユーザーに付与されている権限に依存します。






5.1.2 スクリーニング使用時に返されるアイテム

スクリーニングは、ライフサイクルが設定されているコンテンツ・アイテムまたは凍結されたアイテムのみを返す保存機能であることに留意してください。






5.1.3 Oracle Text Searchおよびレポート構成オプション

Oracle Text Searchを使用する場合、レポート・テンプレートを除外するオプションおよび検索結果に含まれるレポートに関して、非互換性が存在します。これらのオプションは、「レポート設定の構成」ページに表示されます。

現時点では、「検索結果でのレポートの除外」チェック・ボックスを選択すると、検索結果からレポートを除外できます。ただし、「検索結果でのレポート・テンプレートの除外」チェック・ボックスを選択しても、検索にテンプレートが含まれます。オラクルではこの問題を認識しており、将来のリリースで修正する予定です。






5.1.4 10gからのアップグレードで監査証跡期間が欠落する

この製品をリリース・バージョン10gからリリース・バージョン11gへアップグレードした場合、監査証跡の日付が完全に表示されません。アップグレード後に2001から2010の監査期間が表示される必要がありますが、2001から2006の期間のみが表示されます。欠落している年は、手動で追加できます。オラクルではこの問題を認識しており、将来のリリースで修正する予定です。






5.1.5 DB2データベースおよびFOIA/PA機能

Freedom of Information Act/Privacy Act (FOIA/PA)機能で使用されるデータベースのサイズのため、データベースにDB2を使用するサイトでは、「FOIA/PA」オプションはサポートされていません。






5.1.6 保存カテゴリ・コンテンツのソートおよびリスト

保存カテゴリをソートしてからリストすると、これらはソース単位でリストされます。たとえば、3つのソース(Source1、Source2、Source3)が使用される場合、Source1のすべてのアイテムは1つの個別グループとしてソートされ、Source2のアイテムは別の個別グループとしてソートされ、Source3のアイテムはまた別の個別グループとしてソートされます。これにより、各ソースのアイテムはラウンド・ロビン形式で表示されます。つまり、Source1の最初のアイテム、Source2の最初のアイテム、およびSource3の最初のアイテムの後ろに各ソースの2番目のアイテムが続きます。






5.1.7 Firefoxを使用したダッシュボードの構成

Firefoxブラウザを使用しているとき、ダッシュボード・パネルの移動に「ドラッグ・アンド・ドロップ」機能を使用できません。かわりに、パネルを削除して、正しい場所に新しいパネルを再挿入する必要があります。






5.1.8 保存アイテムのセキュリティ・グループの設定

保存スケジュールで使用されるために作成されたアイテムには、パブリックではなくレコード・グループに設定されたセキュリティ・グループが必要です。パブリックに設定されている場合、URMユーザー以外は標準検索の実行時に保存スケジュールのアイテムにアクセスする可能性があります。





5.1.9 検索結果の表示の問題

DB2データベースを使用してURMを10gから11.1.1.8.0にアップグレードする場合、検索結果の最初のページのみ表示できます。後続のページを表示しようとすると、空白のページが表示されます。

回避策として、「設定」のRMセキュリティ・オプションに移動します。「補助マーキング」や「分類」などのいずれかのオプションを選択します。「セキュリティなし」または投稿フィルタなし権限がオフになっていることを確認します。








5.2 構成の問題および回避策

この項では、構成の問題および回避策について説明します。内容は次のとおりです。

	
5.2.1項「FOIAアーカイブのインポート時のエラー・メッセージ」


	
5.2.2項「再起動が必要: パフォーマンス監視およびレポート」


	
5.2.3項「監査証跡のソート結果およびデータベース全文検索」


	
5.2.4項「外部ストレージを使用する場合の接頭辞のサイズ制限」


	
5.2.5項「電子メール・メタデータ・コンポーネントの有効化」


	
5.2.6項「相対Webルートを変更する必要がある」


	
5.2.7項「バージョン11g用10gアダプタの構成」


	
5.2.8項「ダッシュボード用のRSSリーダーの構成」






5.2.1 FOIAアーカイブのインポート時のエラー・メッセージ

「設定チェックリスト」ページからFreedom of Information Act (FOIA)アーカイブをインポートする際に、「アーカイバはすでに実行中です。後で再試行してください」という誤ったエラー・メッセージが表示されることがあります。

このエラーは無視しても支障ありません。これは、アーカイブを開始するクリックが2回登録されるために発生します。警告を無視し、15分待ってから、このタスクのアラート通知が削除されたかどうかを確認してください。アーカイバを開き、FOIAPrivacyActアーカイブが存在するかどうかを検証することにより、アーカイブのインポートを確認することもできます。






5.2.2 再起動が必要: パフォーマンス監視およびレポート

パフォーマンス監視を選択して有効化した後、監視を開始するにはコンテンツ・サーバーを再起動する必要があります。ソフトウェアの構成後も、すべてのレポート・オプションを適切なメニューに表示するために再起動する必要があります。






5.2.3 監査証跡のソート結果およびデータベース全文検索

Oracle DBを使用して監査証跡をソートする場合、実行するソートの種類によって出力が異なります。

データベース全文検索を使用してソートする場合、ソートは大文字と小文字を区別して実行されます。つまり、大文字のアイテムが常にリストの先頭に表示されます。 Oracle Text Searchを使用してソートする場合、大文字と小文字を区別しない検索が実行されます。






5.2.4 外部ストレージを使用する場合の接頭辞のサイズ制限

システムで外部ストレージ機能が有効化されている場合、物理アイテムのコンテンツIDの許容合計サイズは11文字です。外部ストレージを設定する際は、IDの自動割当てが有効化されているかどうかを確認し、有効な場合はコンテンツの接頭辞が5文字以下に設定されていることを確認してください。






5.2.5 電子メール・メタデータ・コンポーネントの有効化

WebCenter Contentで使用するためにEmailMetadataコンポーネントがインストールされている場合は、Recordsでユーザー・インタフェースを使用できるように、構成変数を設定する必要があります。

/components/EmailMetadataディレクトリにあるemailmetadata_environment.cfgファイルでShowEmailMetadataMenu変数をTRUEに設定します。

変数の設定後、Content Serverを再起動してブラウザのリフレッシュまたは再ロードを行います。電子メール・フィールドをメタデータ・フィールドにマップするためのオプションが使用可能になります。これらのオプションを使用するには、「メイン」メニューから「管理」→「電子メール・メタデータの構成」を選択します。






5.2.6 相対Webルートを変更する必要がある

10gバージョンからアップグレードする場合、config.cfgファイルでHttpRelativeWebRoot構成パラメータを次のように変更する必要があります。


HttpRelativeWebRoot=/urm/


ここに示されているものと正確に同じように変更することが重要です。






5.2.7 バージョン11g用の10gアダプタの構成

10gアダプタをバージョン11gで機能するようにするには、接続アドレスを変更する必要があります。

前の接続文字列は次の例のようなものでした。


http://myhost.mycompany.com:myport/URMinstance/idcplg


新しい接続文字列は次の例のようになります。


http://myhost.mycompany.com:myport/_dav/URMinstance/idcplg


変更内容は、_dav文字列が追加されたことのみです。






5.2.8 ダッシュボード用のRSSリーダーの構成

次の構成変数は、ダッシュボードでRSSリーダーを構成するためにconfig.cfgファイルに設定する必要があります。

コンテンツ・サーバーがプロキシ・サーバーの背後で使用される場合、プロキシ・アドレスおよびポート番号は、次のように設定する必要があります。

RssProxyServerAutoDetected= コンテンツ・サーバー・ネットワークのプロキシ・アドレス

また、コンテンツ・サーバー・ネットワーク用のプロキシ・ポートを構成する必要もあります。

RssProxyPortAutoDetected=コンテンツ・サーバー・ネットワークのプロキシ・ポート








5.3 ドキュメントの訂正箇所

この項では、ドキュメントの変更事項について説明します。内容は次のとおりです。

	
5.3.1項「外部ストレージ用の追加のFTPオプション」






5.3.1 外部ストレージ用の追加のFTPオプション

外部ストレージの作成時のFTPプロトコルとして、sftpを使用するオプションが使用できるようになりました(その他のオプションに追加)。これはマニュアルに記載されていませんでした。














6 Oracle WebCenter Content: Imaging

この章では、Oracle WebCenter Content: Imagingに関連する問題について説明します。次のトピックが含まれます:

	
6.1項「一般的な問題」


	
6.2項「ブラウザの互換性の問題」


	
6.3項「アクセシビリティの問題」


	
6.4項「ドキュメントの訂正箇所」






6.1 一般的な問題

この項では、一般的な問題について説明します。次のトピックが含まれます:

	
6.1.1項「OSSO使用時にImagingセッションがタイムアウトした場合はブラウザのリフレッシュが必要」


	
6.1.2項「ページ上に混在する複数の言語」


	
6.1.3項「100を超えるドキュメントを削除すると404エラーが発生する可能性がある」


	
6.1.4項「タイムゾーンはImagingサーバーのタイムゾーンに基づく」


	
6.1.5項「ImagingドキュメントがWebCenter内でネイティブに表示可能になる」


	
6.1.6項「定義済アプリケーションからの全文検索機能の削除」


	
6.1.7項「Oracleテキスト検索使用時のアプリケーション・フィールドの制限」


	
6.1.8項「レコードがImaging検索で欠落する」


	
6.1.9項「Linux x86-64: I/pmにログインできない」


	
6.1.10項「WebLogic Serverのリスニング・アドレスとAXFドライバのページURLは同じドメインを参照する必要がある」


	
6.1.11項「Linux共有で入力エージェントを使用する場合にNFSロック・サービスを起動する必要がある」


	
6.1.12項「DefaultSecurityGroup MBeanを使用して初回のログイン時にセキュリティ・グループに管理者権限を割当て可能である」


	
6.1.13項「入力定義ファイルに空白行が含まれる場合の入力マッピング・エラー」


	
6.1.14項「数値または小数フィールドに取り込む場合の小数点動作が異なる」


	
6.1.15項「ブラウザの「進む」、「戻る」および「リフレッシュ」ナビゲーションの使用は推奨しない」


	
6.1.16項「Content ServerのEnglish-USロケールが無効になっている場合、ドキュメントのアップロードまたは更新が失敗する」


	
6.1.17項「English-USロケールでContent Serverを起動しない場合、ドキュメント移動が失敗する」


	
6.1.18項「Java一時ファイルのキャッシュ済ファイルの消去」


	
6.1.19項「Oracleデータベースを使用するImagingシステムでのみソリューション・エディタは使用可能」


	
6.1.20項「その他のMBean構成オプション」


	
6.1.21項「アップグレードまたはパッチ適用後にビューア・キャッシュが動作しない」


	
第6.1.22項「新しいMBean属性の概要」






6.1.1 OSSO使用時にImagingセッションがタイムアウトした場合はブラウザのリフレッシュが必要

Oracle Single Sign Onの使用時にImagingセッションが期限切れになると、WebLogic Serverによって内部サーバー・エラーが返されます。ページをリフレッシュすると、再認証のためにImagingのログイン・ページが表示され、新しいセッションを開始できます。






6.1.2 ページ上に混在する複数の言語

Oracle製品では、管理タスク用に10の標準言語、およびユーザー・タスク用に27の標準言語がサポートされています。そのため、ユーザー・タスク用にサポートされている言語を選択した場合、管理タスクを実行すると複数の言語がユーザー・インタフェースに表示されます。






6.1.3 100を超えるドキュメントを削除すると404エラーが発生する可能性がある

検索結果表を使用して100以上のドキュメントを削除しようとすると、Microsoft Internet Explorerで既知の問題が発生します。この場合、Internet Explorerによって404 Page Not Foundエラーが返され、ロックされる可能性があります。これは、Internet ExplorerのURL文字列が最大2083文字に制限されているためです。検索結果表を使用して100以上のドキュメントを削除する必要がある場合は、最大65,000文字をサポートするMozilla Firefoxを使用できます。






6.1.4 タイムゾーンはImagingサーバーのタイムゾーンに基づく

現在、すべての時間情報はImagingサーバーのタイムゾーンに基づきます。つまり、Imagingシステムによって生成されるすべての日付メタデータ(ドキュメントの作成日、変更日または他の監査イベントなど)は、ユーザーのタイムゾーンではなく、Imagingサーバーのタイムゾーンで管理されます。そのため、タイムゾーンが午前0時をまたぐことで、一部のドキュメントの日付データ表示が予想と異なる可能性があります。

たとえば、Imagingサーバーのタイムゾーンがグリニッジ標準時(GMT)で、GMT+6タイムゾーンの1月10日午前2時(ローカル時間)にドキュメントが作成された場合、ユーザー・インタフェースに表示される作成日は1月9日午後8時です。これは、ドキュメントの作成日および変更日に基づくコンテンツの検索時に影響する可能性があります。






6.1.5 ImagingドキュメントがWebCenter内でネイティブに表示可能になる

WebCenterを介してImagingドキュメントを表示した場合、ドキュメントはWebCenterでキャッシュされます。つまり、アノテーションを付ける前にドキュメントがWebCenterで表示された場合、アノテーションがない状態のドキュメントは、WebCenterのキャッシュがリフレッシュされるまでの間、表示可能になります。WebCenterでキャッシュされたドキュメントを編集しても、元のドキュメントはWebCenterのキャッシュからパージされないため、編集されたコンテンツは危険にさらされる可能性があります。ImagingとWebCenterを統合した場合に編集済コンテンツを保護するため、Imagingへアップロードする前のドキュメントの編集には、「アップロード」ページの「ビューア」を使用してください。






6.1.6 定義済アプリケーションからの全文検索機能の削除

定義済アプリケーションから全文検索機能を削除し、「ドキュメントのコンテンツ」条件を検索から削除していない場合、そのアプリケーションに対する定義済検索でエラーが発生する可能性があります。既存のアプリケーションを変更して全文索引機能を削除する場合は、さらに、そのアプリケーションに対するすべての定義済検索からすべての「ドキュメントのコンテンツ」条件を削除してください。






6.1.7 Oracleテキスト検索使用時のアプリケーション・フィールドの制限

OracleTextSearchを使用するためにImagingが構成されており、アプリケーションが全文索引用に定義されている場合、コンテンツ・サーバー・リポジトリの最大20のSDATAフィールドがImagingで定義されます。SDATAフィールドは、通常、テキストおよびメモ以外のフィールドで、Oracle Text Searchコンポーネントによって最適化済フィールドとして定義されますが、テキスト・フィールドを最適化済SDATAフィールドとして定義する基準がほかに存在する可能性があります。

アプリケーションの定義時に、Imagingによって、使用可能なSDATAフィールド数の問合せがリポジトリのDOCMETA表に対して実行され、この使用可能数より多い数のテキスト以外のフィールドをアプリケーション内で作成することは許可されません。ただし、コンテンツ・サーバー・リポジトリにインストールされた追加のコンポーネント(フォルダやディスカッションなど)によって、使用可能なSDATAフィールドの合計数が減少する可能性があります。他の構成によってDOCMETA表以外でSDATAが消費される可能性があるため、アプリケーションにフィールドを追加できても、コンテンツ・サーバーで検索索引を再構築しようとするとエラーが発生する可能性があります。その場合は、使用可能なSDATAフィールドで異なるContent Server接続を使用して、アプリケーションを再定義する必要があります。追加のContent Server接続が定義されていない場合は、追加のContent Serverをインストールして構成し、Imagingで新規の接続を作成できます。もしくは、検索索引を正常に再構築できる数までテキスト以外のフィールドを減らして元のコンテンツ・サーバー接続を使用すると、アプリケーションを再定義できます。






6.1.8 レコードがImaging検索で欠落する

ImagingとOracle WebCenter Content: Recordsを統合する場合は、注意が必要です。レコード専用保存カテゴリを使用するよう構成されているImagingアプリケーションにドキュメントをアップロードしたときに、ドキュメントをアップロードしたユーザーがContent Serverリポジトリでのレコード表示権限を持たない場合、このユーザーには、Imaging検索でアップロードしたドキュメントが表示されません。カテゴリを保存する権限はRecordsで決定されます。ImagingとRecordsを統合する場合は、レコードを表示する権限が必要なすべてのユーザーに正しいセキュリティが設定されていること、すべてのImagingアプリケーションで保存カテゴリが正しく設定されていること、ユーザーがレコード専用保存カテゴリを使用した場合に何が起こるかを理解していることを確認してください。






6.1.9 Linux x86-64: I/pmにログインできない

この問題は、Sun Jdkを使用してIntelベースのハードウェア上のOracle Enterprise Content Management Suite (Oracle Ecm2)またはImaging And Process Management (I/pm)を64ビットRhel5またはOel5オペレーティング・システムにインストールするときに現れます。

Oracle Ecm2またはI/pmのインストールの完了後、I/pmログイン画面にアクセスできなくなります。または、ログインできる場合でも、I/pmページは適切に表示されず、次のメッセージがI/pmサーバーのログ・ファイルに表示されます。


Java.lang.stringindexoutofboundsexception


64ビットSun Java JvmはI/pmおよびEnterprise Managerのページのレンダリングの問題を引き起こします。Weblogic Serverでのエラーの原因にもなります。

この問題を回避するには、次の手順を実行する必要があります。

	
$domain_home/binディレクトリの下のStartweblogic.shファイルで、-xx:-usesse42intrinsicsをSave_java_optionsに追加します。


	
$domain_home/servers/ipm_server1/tmp/_wl_user/imaging/175cc9/public/adf/styles/cacheディレクトリの下にある次のファイルの名前を変更するかまたは削除します。


"Blafplus-rich-desktop-qnvpus-en-ltr-gecko-1.9.1.x-cmp.css"


	
Weblogic Serverを再起動します。


	
ブラウザのキャッシュをクリアしてからI/pmにログインします。




または、Sun JdkのかわりにJrockit Jdkを使用します。






6.1.10 WebLogic Serverのリスニング・アドレスとAXFドライバのページURLは同じドメインを参照する必要がある

ImagingでAXF機能を利用する場合、WebLogic Serverコンソールで構成されるリスニング・アドレス・ベース・ドメインが、AXFへのアクセスに使用されるURLでのドメイン指定と一致する必要があります。そうでない場合、コンテンツは正しくロードされず、ユーザーはAXFにアクセスできません。AXFでリスニング・アドレスを構成するには、次を実行します:

	
WebLogic Server管理コンソールにログインします。


	
ecm_domainの「環境」セクションで「サーバー」を選択します。「サーバーのサマリー」ページが表示され、「構成」タブがアクティブになります。


	
imaging_server<number>をクリックします。選択したImagingサーバーの「imaging_server<number>の設定」ページが表示され、「構成」および「全般」タブがアクティブになります。


	
「リスニング・アドレス」を優先URLに設定します。指定するリスニング・アドレスは、プロトコルを伴わないベース・ドメインであることが必要です。




	
注意:

リスニング・アドレス・ベース・ドメインおよびAXFへのアクセスに使用するURLベース・ドメインは、同一にする必要があります。リスニング・アドレス設定に完全修飾ドメイン名を使用する場合は、ドメイン内であっても、アクセスURLにも完全修飾ドメイン名を使用する必要があります。たとえば、ベース・ドメインserver_name.domain.comをリスニング・アドレス構成設定で使用する場合、アクセスURLはhttp://server_name.domain.com:<port>/になります。















6.1.11 Linux共有で入力エージェントを使用する場合にNFSロック・サービスを起動する必要がある

LinuxおよびNFS共有で入力エージェントが使用されている場合、他のNFSサービスに加えてNFSロック・サービスを起動する必要があります。NFSロック・サービスが実行されていない場合、入力エージェントはファイルをロックできず、ロックが無効であることを示すエラー・メッセージが表示されます。この場合、NFSロック・サービスが起動されるまで入力エージェントは機能しません。






6.1.12 DefaultSecurityGroup MBeanを使用して初回のログイン時にセキュリティ・グループに管理者権限を割当て可能である

DefaultSecurityGroup MBeanの機能が強化されました。アプリケーションの作成時にドキュメント・セキュリティ用のデフォルトのセキュリティ・グループとして使用できるだけでなく、この設定をセキュリティの初期化時に使用して特定のグループに完全な管理権限を割り当てることができます。Imagingセキュリティを初期化する前にDefaultSecurityGroup MBeanに値が指定されている場合、最初のユーザーがログインすると、ログインしたこのユーザーとともに、指定したグループにも完全な管理権限を割り当てられます。






6.1.13 入力定義ファイル空白行が含まれる場合の入力マッピング・エラー

入力定義ファイルをマッピングするときに、定義ファイル内にデータのない行が入力フィールド・マッピング・ページに存在する場合、このページにエラーが表示される可能性があります。この問題が発生した場合は、データが含まれる定義ファイル内の行を使用してフィールドをマップしてください。入力フィールド・マッピング・ページの「サンプル・データ」列内の「前の行を表示」および「次の行を表示」アイコンを使用すると、定義ファイル内の別の行に移動できます。






6.1.14 数値または小数フィールドに取り込む場合の小数点動作が異なる

整数の小数表現を数値フィールドに取り込む場合、小数点が取り除かれます。たとえば、「1.0」は「1」として取り込まれます。整数ではない小数を取り込むと、値が丸められず、エラーが発生します。たとえば、「1.1」は数値フィールドに取り込まれず、エラーの原因となります。

小数値を小数フィールドに取り込む場合、表現値が同じであっても、アプリケーションに指定されている精度を小数値が超えないようにする必要があります。たとえば、アプリケーションに指定されている位取りが2である場合、「123.45」は正しく取り込まれますが、「123.450」の場合はエラーの原因となる可能性があります。これは、アプリケーションで許可されている小数点以下桁数を「123.450」が超えているためです。この動作は、Javaで使用可能な変換ルーチンと一致しています。






6.1.15 ブラウザの「進む」、「戻る」および「リフレッシュ」ナビゲーションの使用は推奨しない

「進む」、「戻る」および「リフレッシュ」などのブラウザ・ナビゲーションを使用しても、ドキュメント内、ドキュメントのパネル内またはビューアで開いているドキュメント・タブ間でのナビゲーションは提供されません。かわりに、ブラウザではImagingビューア外のナビゲートが制御されます。ドキュメントを表示する際には、ビューア・ツールバーのナビゲーション・コントロールを使用して、ビューア内のすべてのナビゲーションを実行することをお薦めします。






6.1.16 Content ServerのEnglish-USロケールが無効になっている場合、ドキュメントのアップロードまたは更新が失敗する

Content ServerでEnglish-USロケールが有効になっている必要があります。Content ServerでEnglish-USロケールが無効になっていると、Imagingドキュメントのアップロードまたは更新が失敗します。アクティブ・ロケールとして設定する必要はありませんが、有効にする必要があります。






6.1.17 English-USロケールでContent Serverを起動しない場合、ドキュメント移動が失敗する

アクティブ・ロケールをEnglish-USに設定してContent Serverを初期起動する必要があります。そうしないと、アプリケーション間でのImagingドキュメントの移動に失敗します。起動したら、アクティブ・ロケールは変更でき、必要に応じてドキュメントを正常に移動できるようになります。






6.1.18 Java一時ファイルのキャッシュ済ファイルの消去

詳細モードでファイルを表示すると、一部のファイルはローカル・クライアント・コンピュータでキャッシュされます。クライアント・コンピュータで記憶域領域が懸念される場合は、クライアントの一時ディレクトリ内のキャッシュ済ファイルをすべて手動で削除します。






6.1.19 Oracleデータベースを使用するImagingシステムでのみソリューション・エディタは使用可能

ImagingがOracleデータベースを使用している場合、ナビゲータ・ペインの「ツール」メニューで「ソリューション・エディタ」が有効になっています。ImagingがOracle以外のデータベースを使用している場合、ソリューション・エディタにはアクセスできません。






6.1.20 その他のMBean構成オプション

次のMBeansの構成は読取り専用で、『Oracle WebCenter Content Imaging管理者ガイド』のMBeanの構成に関する項には含まれていません。これはOracleによるJava Management Extension (JMX)標準の実装の一部であり、Enterprise ManagerシステムMBeanブラウザで表示はできますが変更はできません。


	MBean	説明
	ConfigMBean	このMBeanがConfig MBeanであるかどうかを示します。
デフォルト: false


	eventProvider	このMBeanがJSR-77によって定義されているイベント・プロバイダであることを示します。
デフォルト: true


	eventTypes	このMBeanによって送信されるすべてのイベントのタイプ。
デフォルト: jmx.attribute.change


	objectName	MBeanの固有のJMX名。
デフォルト: oracle.imaging:type=config


	ReadOnly	trueの場合、このMBeanが読取り専用MBeanであることを示します。
デフォルト: false


	RestartNeeded	再起動が必要かどうかを示します。
デフォルト: false


	stateManageable	このMBeanがJSR-77によって定義されている状態管理機能を提供することを示します。
デフォルト: false


	statisticsProvider	このMBeanがJSR-77によって定義されている統計プロバイダであることを示します。
デフォルト: false


	SystemMBean	このMBeanがシステムMBeanであることを示します。
デフォルト: false












6.1.21 アップグレードまたはパッチ適用後にビューア・キャッシュが動作しない

11gリリース1 (11.1.1.7.0)パッチ・セットから、Imagingのビューア・キャッシュを有効にする、またはアップグレードの場合に保持するには、次の手順を実行します。ビューア・キャッシュを有効にするには、新しく個別にパッケージされたビューア・キャッシュ・コンポーネントでImagingドメインを拡張する必要があります。前のリリースでは、ドメイン拡張を生成する手動実行スクリプトを使用してImagingドメインが拡張されました。しかし、11gリリース1 (11.1.1.7.0)パッチ・セットでは、わかりやすい構成ウィザードを利用して、ドメイン拡張を提供します。




	
注意:

11gリリース1 (11.1.1.4.0)、11gリリース1 (11.1.1.5.0)または11gリリース1 (11.1.1.6.0)からアップグレードする場合で、ビューア・キャッシュ機能をすでに使用しているときは、11gリリース1 (11.1.1.7.0)パッチ・セットのビューア・キャッシュを有効にするために、この項の手順を完了してドメインを拡張する必要があります。







Imagingドメインを拡張する手順は次のとおりです。

	
次のディレクトリに進みます。

cd $ORACLE_HOME/common/bin


	
ドメイン構成ウィザードを起動するために次のスクリプトを実行します。

./config.sh


	
「既存のWebLogicドメインの拡張」を選択して「次へ」をクリックします。「WebLogicドメイン・ディレクトリの選択」画面が表示されます。


	
現在Imagingを構成しているドメインを選択します。デフォルトでは、ECMインストールのドメイン名はbase_domainです。


	
「次へ」をクリックします。「拡張ソースの選択」画面が表示されます。


	
Oracle WebCenter Content: Imagingビューア・キャッシュ - 11.1.1.0 [wcc]を選択して「次へ」をクリックします。


	
すでにビューア・キャッシュが有効になっている前のリリースからアップグレードするためにパッチ・セットを適用する場合、コンポーネントViewer JMS ConnectionFactoryがすでに定義済であることを示す「競合の検出」ダイアログ・ボックスが表示されます。「既存のコンポーネントを置換」オプションを選択して「OK」をクリックします。「JDBCコンポーネント・スキーマの構成」画面が表示されます。


	
「次へ」をクリックします。「GridLink RACデータ・ソースの構成」画面が表示されます。


	
「次へ」をクリックします。「JDBCコンポーネント・スキーマのテスト」画面が表示されます。


	
「次へ」をクリックしてから「拡張」をクリックします。


	
システムのWeblogic管理対象サーバーを再起動します。


	
以前に構成したビューア・キャッシュを持つアップグレード済のシステムが、以前と同様に動作します。新機能を初めて利用するには、『Oracle Fusion Middleware Oracle WebCenter Contentエンタープライズ・デプロイメント・ガイド』のImagingビューア・キャッシュの構成に関する説明にリストされている手順を実行します。









6.1.22 新しいMBean属性の概要

新しいMBean属性のViewerAutoLaunchAllExtensionsが導入されています。Trueに設定すると、デフォルトでネイティブ・ビューアですべてのMimeタイプを開くことを許可します。Falseに設定すると、ネイティブ・ビューアで開くことを許可するMimeタイプは、ViewerAutoLaunchFileExtensions MBean属性に依存します。ViewerAutoLaunchAllExtensions MBean属性のデフォルト値はFalseです。








6.2 ブラウザの互換性の問題

この項では、ブラウザの互換性の問題について説明します。次のトピックが含まれます:

	
6.2.1項「IE: Internet ExplorerではExecuteSearchに対してASCII以外の文字がサポートされていない」


	
6.2.2項「Firefox: 詳細モードで「バージョン」および「ダウンロード」ダイアログ・ボックスがビューアの背後に表示される」


	
6.2.3項「Internet Explorer 9: ビューアに必要なJava SE Runtime Environmentをインストールするためのリンクの問題」






6.2.1 IE: Internet ExplorerではExecuteSearchに対してASCII以外の文字がサポートされていない

検索名にASCII以外の文字が使用されている場合、Microsoft Internet Explorerの検索URLツール(ExecuteSearch)は機能しません。検索名にASCII以外の文字を使用する必要がある場合は、Mozilla Firefoxバージョン3.5以上を使用して、次のパラメータを設定してください。

	
prefs.converted-to-utf8=true


	
network.standard-url.escape-utf8=true


	
network.standard-url.encode-utf8=true


	
network.standard-url.encode-query-utf8=true









6.2.2 Firefox: 詳細モードで「バージョン」および「ダウンロード」ダイアログ・ボックスがビューアの背後に表示される

Firefox 3.6および5.0以上がビューアの詳細モードでページ・アイテムのレイヤー順序を処理する方法に問題があります。このため、Firefoxを使用してドキュメントを表示するときに、ドキュメントが表示されるメイン・ページ・リージョンで「バージョン」および「ダウンロード」ダイアログ・ボックスが隠れてしまいます。この問題を回避するには、ダイアログ・ボックスにアクセスする前に隠れてしまったアイテムを表示できるように、「プロパティ」、「履歴」または「付箋」パネルをメイン・ページ・リージョンまで十分に拡張します。Microsoft Internet ExplorerまたはFirefox 3.5.xを使用している場合、この問題は発生しないため、回避策として、ビューアの拡張モードを使用する場合はこれらのブラウザを使用してドキュメントを表示できます。






6.2.3 Internet Explorer 9: ビューアに必要なJava SE Runtime Environmentをインストールするためのリンクの問題

ビューアでは、詳細モードでドキュメントを表示するためにJava SE Runtime Environment (JRE)プラグインをインストールする必要があります。JREがインストールされていない場合、初めて詳細モードで使用すると、ビューアからプラグインのインストールを要求されます。Internet Explorer 9を使用している場合、JREプラグインをインストールするためのリンクが機能しません。Internet Explorer 9を使用している場合、詳細モードでビューアを使用するには、JREプラグインを手動で入手およびインストールする必要があります。








6.3 アクセシビリティの問題

この項では、アクセシビリティの問題について説明します。次のトピックが含まれます:

	
6.3.1項「ビューア・モードによってボタンのアクティブ化の動作が異なる」


	
6.3.2項「付箋のコンテンツの制限」


	
6.3.3項「キーボード・ナビゲーション用に追加されたコンテンツにスキップ・リンク」


	
6.3.4項「Firefox: ビューアの詳細モードでのキーボード・ナビゲーション用に追加されたアプレットにスキップ・リンク」


	
6.3.5項「Internet Explorer 7: 「ドキュメントのアップロード」および「プリファレンス」ページでのフォーカスの問題」


	
6.3.6項「スクリーン・リーダー・モードでインポート用に選択したファイルの名前が表示されない」


	
6.3.7項「キーボードを使用してカレンダから選択する場合の問題」


	
6.3.8項「キーボードを使用する場合の「新規検索の作成」ウィザードのフォーカスの問題」


	
6.3.9項「JAWSによってアノテーションが認識されない」


	
6.3.10項「キーボードを使用してカレンダから選択した日付が失われる」


	
6.3.11項「JAWSによって一部のアノテーション・ボタンが誤って読み上げられる」


	
6.3.12項「Internet Explorer: 名前が長いパネルがスクリーン・リーダーで表示されない」






6.3.1 ビューア・モードによってボタンのアクティブ化の動作が異なる

フォーカスされているボタンをアクティブ化するためのキーボード・コマンドは、ビューアの基本モードと詳細モードで異なります。ビューアの基本モードでは、フォーカスされているボタンのアクティブ化には[Enter]キーを使用します。ビューアの詳細モードでは、フォーカスされているボタンのアクティブ化には[Space]キーを使用します。






6.3.2 付箋のコンテンツの制限

付箋のコンテンツがドキュメントとともにダウンロードまたは印刷されません。また、RESTビューアを介して表示できません。付箋のコンテンツは、「付箋」パネルで付箋を拡大し、Webページを印刷することで、制限付きで印刷可能です。






6.3.3 キーボード・ナビゲーション用に追加されたコンテンツにスキップ・リンク

Imagingユーザー・インタフェースでキーボード・ナビゲーションを使用した場合にページ上で最初にフォーカスされるリンクは、ページ最上部の「コンテンツにスキップ」リンクです。このリンクを選択して[Enter]を押すと、ページのコンテンツ領域にある最初の項目がフォーカスされます。たとえば、ホーム・ページの最初のコンテンツ・アイテムはヘルプ・リンクです。検索を実行してコンテンツ領域に結果が表示された場合、「コンテンツにスキップ」リンクをクリックすると最初の検索タブに移動します。






6.3.4 Firefox: ビューアの詳細モードでのキーボード・ナビゲーション用に追加されたアプレットにスキップ・リンク

ビューアの詳細モードでドキュメントを表示した場合、キーボードのフォーカスはビューア・ツールバーから開始されます。ただし、Firefoxでは、キーボードを使用してフォーカスをツールバーの外に移動した場合、要素間を移動して元の場所に戻りません。この問題を回避するには、ページ最上部の「アプレットにスキップ」リンクを使用します。キーボードのフォーカスをビューアのツールバーに戻すには、[Tab]で「アプレットにスキップ」リンクに移動し、[Enter]を押します。






6.3.5 Internet Explorer 7: 「ドキュメントのアップロード」および「プリファレンス」ページでのフォーカスの問題

Internet Explorer 7を使用する場合、「ドキュメントのアップロード」ページ(「開く」、「ビューア」、「作成」、「リセット」、「閉じる」)または「プリファレンス」ページ(「適用」、「元に戻す」、「閉じる」)のすべてのコマンド・ボタンに、キーボードからフォーカスできないように見えます。アクティブになっているボタンが明示されませんが、フォーカスは実行されています。Internet Explorer 8では、この問題は発生しません。






6.3.6 スクリーン・リーダー・モードでインポート用に選択したファイルの名前が表示されない

スクリーン・リーダー・モードでインポートするファイルを選択すると、ファイルがロードされ、「次へ」ボタンが使用可能になりますが、インポートするファイルの名前が表示されません。






6.3.7 キーボードを使用してカレンダから選択する場合の問題

Internet Explorer 7では、キーボードを使用してカレンダから日付を選択する際に、日付を選択できません。この問題は、Firefox、SafariおよびInternet Explorerの後期バージョンでは発生しません。また、[Tab]を使用した場合に次のボタンがスキップされます。「前の月」、「前の年」、「月の増/減」、および「年の増/減」。キーボードで日付を選択するための別の方法として、数字キーを使用して手動で日付を入力できます。






6.3.8 キーボードを使用する場合の「新規検索の作成」ウィザードのフォーカスの問題

「新規検索の作成」ウィザードでフィールドの入力が完了すると、キーボードのフォーカスがブラウザURLに移動するため、現在のページを編集するためにはバナーを[Tab]で移動してナビゲートする必要があります。






6.3.9 JAWSによってアノテーションが認識されない

JAWSの実行中にアノテーション付きドキュメントを表示した場合、[Tab]でアノテーションに移動できますが、JAWSによって説明が読み上げられません。






6.3.10 キーボードを使用してカレンダから選択した日付が失われる

キーボードを使用してカレンダ・コントロールから日付を選択すると、選択した日付が保持されません。回避策として、キーボードの数字キーを使用して日付フィールドに日付を入力します。






6.3.11 JAWSによって一部のアノテーション・ボタンが誤って読み上げられる

スクリーン・リーダー・モードを使用し、詳細ビューア・モードで最初にドキュメントを開いた場合、JAWSによって各ボタン名の後に[Insert][F1]ヘルプ・テキストというフレーズが誤って追加されます。






6.3.12 Internet Explorer: 名前が長いパネルがスクリーン・リーダーで表示されない

Microsoft Internet Explorerを使用し、「ユーザー・プリファレンス」ページで「スクリーン・リーダーを使用する」が有効化されている場合、「ナビゲーション」ペインの一部のパネルが表示されない可能性があります。ただし、パネル・タイトルのテキストは読み取られます。これは、パネル名が長すぎる場合に発生します。ユーザー・インタフェース言語によっては、この問題が1つ以上のパネルで発生します。非表示のパネルの上にあるパネルを拡大すると、非表示のパネルが表示されます。








6.4 ドキュメントの訂正箇所

この時点で既知の問題はありません。












7 Oracle WebCenter Enterprise Capture

この章では、Oracle WebCenter Enterprise Captureに関連する問題について説明します。次のトピックが含まれます:

	
クライアントの問題


	
インポート・プロセッサの問題


	
ドキュメント変換プロセッサの問題


	
認識プロセッサの問題


	
コミット・プロセッサの問題


	
一般的な問題


	
ドキュメントの訂正箇所







	
注意:

最新のパッチが適用されていることを確認してください。パッチはMy Oracle Support (support.oracle.com)からダウンロードできます。









7.1 クライアントの問題

この項では、クライアントの問題について説明します。次のトピックが含まれます:

	
7.1.1項「特定のクライアント・エラー・メッセージがサーバー言語で表示される」


	
7.1.2,項「クライアント・プロファイル・アクセスのみを持つユーザーがクライアント・プロファイルを表示できない」


	
7.1.3項「「索引のみ」クライアント・プロファイルの使用時にF9キーが押されるとエラーになる」


	
7.1.4,項「バッチからアイテムを削除すると、Captureクライアントでのそのバッチのアイテム・カウントが不正確になる」


	
7.1.5項「Captureクライアントで無許可アクセスがあったことを示すエラー401」


	
7.1.6項「一部のスキャナ・ドライバでスキャナ構成ダイアログを表示できない」


	
7.1.7項「片面モードを指定してもスキャンが両面モードで実行される」


	
7.1.8項「「ユーザーに尋ねる」オプションの使用時のドキュメント分離の問題」


	
7.1.9項「ドキュメント・タイトルで使用される「日付」フィールドがコンテンツ・サーバーのチェックイン時に正しくフォーマットされない」






7.1.1 特定のクライアント・エラー・メッセージがサーバー言語で表示される

クライアントで特定のエラー・メッセージがブラウザ言語ではなくサーバー言語で表示される問題が検出されました。






7.1.2 クライアント・プロファイル・アクセスのみを持つユーザーがクライアント・プロファイルを表示できない

クライアント・プロファイル・アクセスのみを持つユーザーは、Captureクライアントで、いかなるクライアント・プロファイルも表示できないという問題が発見されました。この問題を回避するには、ユーザーを、ワークスペース参照者またはワークスペース・マネージャとしてワークスペースに追加します。






7.1.3 「索引のみ」クライアント・プロファイルの使用時にF9キーが押されるとエラーになる

「索引のみ」クライアント・プロファイルの使用時にF9キーを押すと、エラーと多数のヌル・バッチが生成されます。






7.1.4 バッチからアイテムを削除すると、Captureクライアントでのそのバッチのアイテム・カウントが不正確になる

バッチからアイテムを削除したり、バッチをリリースしたり、バッチ・リストをリフレッシュしたりした後で、Captureクライアントで、バッチのアイテム・カウント表示が不正確になる問題が発見されました。






7.1.5 Captureクライアントで無許可アクセスがあったことを示すエラー401

CaptureUserロールを割り当てられていない有効なWLSユーザーがCaptureクライアントにログインしようと試みて、無許可アクセスを示すエラー401がCaptureクライアントに発生したという問題が発見されました。






7.1.6 一部のスキャナ・ドライバでスキャナ構成ダイアログを表示できない

Captureクライアントで、一部のスキャナ・ドライバに対して、スキャナ構成ダイアログが表示されないという問題が発見されました。






7.1.7 片面モードを指定してもスキャンが両面モードで実行される

Captureクライアントで、スキャナ設定ダイアログから片面モードでのスキャンを選択した後も両面モードでスキャンするという、スキャナに関する問題が発見されました。






7.1.8 「ユーザーに尋ねる」オプションの使用時のドキュメント分離の問題

クライアントでバッチをスキャンするユーザーがセパレータ・ページを検出するように指定しない限り、「ドキュメント作成オプション」フィールドで「ユーザーに尋ねる」オプションを選択していてもドキュメント分離が発生しないという、クライアント・プロファイルの問題が発見されました。この問題を回避するには、ユーザー・プロンプト・ダイアログ(「ドキュメント作成オプション」ウィンドウ)で、「スキャンされたバイト数の値が次のバイト数より少ない場合にセパレータと見なします」オプションを選択します。






7.1.9 ドキュメント・タイトルで使用される「日付」フィールドがコンテンツ・サーバーのチェックイン時に正しくフォーマットされない

コンテンツ・サーバーへのコミット時に、ドキュメント・タイトルで使用される「日付」フィールドが正しくフォーマットされない問題が発見されました。








7.2 インポート・プロセッサの問題

この項では、インポート・プロセッサの問題について説明します。次のトピックが含まれます:

	
7.2.1項「インポート・プロセッサがBASE64でエンコードされた電子メールをインポートできない」


	
7.2.2項「ファイル名に「/」文字が含まれた電子メール添付ファイルの処理時にインポート・プロセッサが中断される」


	
7.2.3項「大きなTIFF画像ファイルがインポート・プロセッサでインポートされない」


	
7.2.4項「一部の電子メール・メッセージで、インポートが失敗し、例外メッセージが発生する」






7.2.1 インポート・プロセッサがBASE64でエンコードされた電子メールをインポートできない

電子メールの受信トレイを監視してすべての電子メールをインポートする用設定されているインポート・プロセッサが、BASE64でエンコードされた電子メールをインポートできない問題が発見されました。






7.2.2 ファイル名に「/」文字が含まれた電子メール添付ファイルの処理時にインポート・プロセッサが中断される

インポート・プロセッサがファイル名に「/」文字が含まれる電子メール添付ファイルの処理する場合の問題が発見されました。その電子メールが電子メール・フォルダから削除されるまで、インポート・プロセッサ・ジョブは他の電子メールを処理できません。この問題を回避するには、電子メール・クライアントを使用して電子メールを転送すると問題が修正されることがあります。または、添付ファイルを異なるファイル名で保存し、新しいファイル名を付けた添付ファイルを使用して電子メールを転送するか、作成しなおします。






7.2.3 大きなTIFF画像ファイルがインポート・プロセッサでインポートされない

インポート・プロセッサを使用して大きなTIFF画像ファイルをインポートする場合の問題が発見されました。この問題を回避するには、Captureクライアントを使用してTIFF画像ファイルをインポートします。






7.2.4 一部の電子メール・メッセージで、インポートが失敗し、例外メッセージが発生する

電子メール・ソースからインポートするように構成されたインポート・プロセッサが、処理中に一部の電子メール・メッセージのインポートに失敗し、サーバー・ログ・ファイルに例外メッセージ「メッセージ本文保存エラー」が記録される問題が発生しました。場合によっては、電子メールを転送して再処理すると、この問題を回避できることがあります。








7.3 ドキュメント変換プロセッサの問題

この時点で既知の問題はありません。






7.4 認識プロセッサの問題

この時点で既知の問題はありません。






7.5 コミット・プロセッサの問題

この項では、コミット・プロセッサの問題について説明します。次のトピックが含まれます:

	
7.5.1項「先にマップされた索引が空の場合にデリミタが入力エージェント・ファイルに書き込まれない」


	
7.5.2項「コンテンツ属性マッピングでの行の変更時にすべてのマッピングが更新される」






7.5.1 先にマップされた索引が空の場合にデリミタが入力エージェント・ファイルに書き込まれない

WebCenter Content Imagingコミット・ドライバがコミット・メソッドとして入力エージェントを使用するように構成したときに、先にマップされたフィールドに値が指定されていない場合、入力エージェント・ファイルにデリミタが書き込まれない問題が発見されました。






7.5.2 コンテンツ属性マッピングでの行の変更時にすべてのマッピングが更新される

「チェックイン」タブで「コンテンツ属性マッピング」表の行を編集すると、最新の値が同じである行がすべて変更されるという、コンテンツ・コミット・プロファイル構成の問題が発見されました。この問題を回避するには、古いマッピング行を編集せずに削除して、新しく追加します。








7.6 一般的な問題

この項では、一般的な問題について説明します。次のトピックが含まれます:

	
7.6.1項「Captureアプリケーションへのログイン後にエラー401が表示される」






7.6.1 Captureアプリケーションへのログイン後にエラー401が表示される

Captureアプリケーションへのログイン後に、無許可アクセスを示すエラー401が発生する問題が発見されました。この問題を回避するには、Capture管理対象サーバーを再起動します。








7.7 ドキュメントの訂正箇所

この時点で既知の問題はありません。












8 Oracle Information Rights Management

この章では、Oracle IRM ServerおよびOracle IRM Desktop(あわせてOracle IRMとして知られる)に関連する問題について説明します。特に明記しないかぎり、これらのリリース・ノートが適用されるOracle IRMのバージョンは11.1.1.5.0(組み込まれるOracle IRM Desktopのバージョンは11.1.50)です。

この章の内容は次のとおりです。

	
8.1項「一般的な問題および回避策」


	
8.2項「構成の問題および回避方法」


	
8.3項「ドキュメントの訂正箇所」






8.1 一般的な問題および回避策

この項では、一般的な問題および回避策について説明します。次のトピックが含まれます:

	
8.1.1項「単一の大きなファイルまたは複数のExcelファイルを開いているとデータが切り捨てられることがある」


	
8.1.2項「Adobe Reader XおよびAdobe Reader 9で一部の機能が無効化または制限される」


	
8.1.3項「このリリースでのMicrosoft SharePointのサポートの制限」


	
8.1.4項「コンテキスト選択ダイアログが取り消されるとLotus Notesの電子メール・メッセージが失われる可能性がある」


	
8.1.5項「宛先がWebDAVフォルダである場合、Microsoft Office 2000/XPでシール済ファイルに対する「Save As」がブロックされる」


	
8.1.6項「SharePoint 2010でシール済ファイルにローカル・ドラフト・フォルダを使用するよう求められない」


	
8.1.7項「SharePointとともに使用する場合にMicrosoft ExcelスプレッドシートでOracle IRMフィールドの初期表示が正しくない」


	
8.1.8項「Microsoft OfficeアプリケーションおよびSharePointでの自動保存および自動回復の動作」


	
8.1.9項「Microsoft Windows 2000は現在サポートされていない」


	
8.1.10項「クライアントとサーバーのロケールが異なる場合にエラー・メッセージを読み取れない」


	
8.1.11項「「適用」ボタンを使用せずにタブを移動すると変更が失われる」


	
8.1.12項「Microsoft Office 2003でMicrosoft Office 2007互換機能パックを使用した場合に一部のファイル形式がサポートされない」


	
8.1.13項「シール済電子メールが開いているときに手動で権限をチェックインするとMicrosoft Wordがハングする」


	
8.1.14項「Lotus Notesでシール済電子メールに一時ファイル名が表示されることがある」


	
8.1.15項「サイズが2GB以上のファイルのシールはOracle IRM Desktopでサポートされていない」


	
8.1.16項「検索の設定時にレガシー・サーバーへのログインに失敗した後の不適切な認証オプション」


	
8.1.17項「レガシーのシール済ドキュメントをMicrosoft Office 2007で開くと1回目は失敗する」


	
8.1.18項「SSOにOAM 11gを使用すると「ログアウト」リンクが正常に動作しない」


	
8.1.19項「レガシー・サーバーでのデータ入力にはダブルバイト言語を使用できない」


	
8.1.20項「Oracle IRM Serverで[Return]キーのかわりに[Space]キーを使用する」


	
8.1.21項「Oracle IRM Serverのカレンダ・コントロールにキーボードでアクセスできない」






8.1.1 単一の大きなファイルまたは複数のExcelファイルを開いているとデータが切り捨てられることがある

Oracle IRMで単一の大きなファイルや複数のMicrosoft Excelファイルを開いて使用している場合の不具合が特定されています。これにより、Oracle IRMでMicrosoft Excelファイルを保存するときに、ファイルの整合性が損なわれる場合があります。

Oracle IRMで複数のExcelファイルを開けるようにしている場合や、単一の大きなサイズのシール済Excelファイルを使用できるようにしている場合は、この不具合によって、開いているExcelファイルのデータが切り捨てられます。切り捨てられる際に、エラー・メッセージや警告は表示されません。

この不具合はファイル・サイズが10MBを超える場合に確認されていますが、それよりも小さいファイルの場合に問題の可能性が排除されるわけではありません。切り捨てられるデータの量はランダムですが、通常、影響を受けるのはファイルの最後にある行です。切捨てが行われた後でファイルを保存すると、そのデータは完全に失われます。

これを回避するには、可能なかぎりサイズの小さいシール済Excelワークブックを使用します。それができない場合は、ドキュメントの作成者に適切な行サイズを確認し、シール済ファイルを開くときには必ずその値を確認します。

Oracle IRMのサポート終了が近づいており、販売もまもなく終了するため、確立された解決策はありません。






8.1.2 Adobe Reader XおよびAdobe Reader 9で一部の機能が無効化または制限される

次で説明するように、シール済PDFドキュメントのセキュリティを保護するために、一部のAdobe Reader機能が無効化または制限されます。


Adobe Reader Xの保護モード

Adobe Readerの保護モードがアクティブである場合、シール済PDFドキュメントを開くことはできません。保護モードが事前に無効化されていない場合、Oracle IRMでは、シール済PDFドキュメントを開こうとするときに保護モードを無効にできます。これを受け入れないと選択することもできます。この場合、保護モードはアクティブのままであるため、シール済PDFドキュメントは開かれません。


Adobe Reader Xでのツールバーおよび他のコントロールの使用

シール済PDFドキュメントを従来のビューで使用する場合、Internet Explorerでドキュメントの上部に表示されるツールバーを使用することはできません。かわりに、「Read-Mode」ビュー([Ctrl]+[H]を使用)に切り替え、このビューに表示されるフローティング・ツールバー上のボタンを使用する必要があります。「Read-Mode」フローティング・ツールバー上のボタンを使用すると、シール済PDFドキュメントの保存および印刷(十分な権限がある場合)、ページの上下移動、またはズーム・イン/アウトが可能になります。または、権限に応じて、次のキーボード・ショートカットを使用できます: 印刷([Ctrl]+[P])、保存([Ctrl]+[Shift]+[S])、およびコピー([Ctrl]+[C])。


Adobe Reader 9でのツールバーおよび他のコントロールの使用

次のAdobe Reader 9のツールバー・ボタンは機能しません。

	
電子メール


	
コラボレーション


	
Acrobat.comを使用してAdobe PDFを作成




これらのボタンをクリックすると、関連する機能を使用できないというメッセージが表示されます。

必要な権限がある場合、Adobe Reader 9のその他のコントロールをすべて使用できます。必要な権限がない場合は、コントロールを使用しようとするとメッセージが表示されます。

シール済PDFドキュメントが開いているときにAdobe Reader 9インタフェースに追加したコントロールには、さらに制限が適用されます。追加したコントロールは、Adobe Readerを閉じてもう一度開くまで、アクティブになりません。






8.1.3 このリリースでのMicrosoft SharePointのサポートの制限


Windows 2000/XPの読取り専用サポート

Microsoft Office 2000またはMicrosoft Office XPを使用してMicrosoft SharePointから開く場合、シール済ドキュメントは常に読取り専用で開かれます。Microsoft Office 2003以降、完全チェックアウト、編集および保存機能がサポートされています。Microsoft SharePoint Webサイトを使用してシール済ファイルを参照して開く場合、動作は次のようになります。

	
Microsoft Office 2000の「開く」動作: Microsoft SharePoint内で任意のファイルをクリックすると、ファイルを開くまたはローカルに保存するオプションが提供されます。シール済ファイルは、ローカルに保存されないかぎり、常に読取り専用で開きます。


	
Microsoft Office 2000の「編集」動作: Microsoft Word [PowerPoint/Excel]の「Edit」オプションは、どのようなファイルに対しても(シールされていてもシールされていなくても)サポートされません。


	
Microsoft Office XPの「開く」動作: Microsoft SharePoint 2007内でシール済ファイルをクリックすると、ダウンロード・ダイアログが表示され、ファイルを開くまたはローカルに保存するオプションが提供されます。シール済ファイルは、ローカルに保存されないかぎり、常に読取り専用で開きます。Microsoft SharePoint 2010内でシール済ファイルをクリックすると、ダウンロード・ダイアログが表示され、ファイルをローカルに保存するオプションのみが提供されます。


	
Microsoft Office XPの「編集」動作: Microsoft SharePoint 2007および2010では、ファイルのドロップダウン・リストからMicrosoft Word [PowerPoint/Excel]の「Edit」を選択すると、次のシール済ファイル・タイプの場合は何も起こりません: .sppt、.spot、.sxlt、.sdot。他のすべてのシール済ファイル形式は読取り専用で開きます。Microsoft SharePoint 2010では、「Datasheet」ビューを使用する場合、シール済ファイルに対する「Edit Document」オプションがありません。





マージはサポートされない

別のユーザーによって編集ロックされているファイルをMicrosoft SharePointから開いた場合、ローカル・コピーを編集して後で変更をマージすることはできません。Oracle IRM Desktopでは、ドキュメントは強制的に読取り専用で開かれます。Microsoft Office 2010では、「Office」バーおよび「Backstage」ビューには「Edit」ボタンがあり、編集モードに切り替えることができます。シール済ドキュメントの場合、この操作は禁止されています。ファイルを編集する場合は、Webブラウザから開いて編集する必要があります。他の場所で編集がロックされていない場合、ファイルを開いて編集できます。


SharePoint 2010から開かれたMicrosoft Word 2010ファイルは読取り専用である

SharePoint 2010から開かれた場合、次のシール済Microsoft Word 2010ファイル・タイプを編集することはできません: .sdocx、.sdocm、.sdotx、.sdotm。他のシール済Microsoft Word形式(.sdocなど)は通常どおり開きます。回避策としては、ファイルのコピーをローカルに保存し、このファイルを編集し、SharePointにアップロードします。


シール済Excelファイルを保護モードで開く場合、「Check Out」ボタンがないことがあります。

Microsoft VistaまたはMicrosoft Windows 7上のInternet ExplorerでMicrosoft SharePoint Webサイトが保護モードで動作している場合、「Check Out」ボタンは表示されません。この問題を回避するには、最初にファイルをWebブラウザからチェックアウトするか、Windows Explorer、「Open」ダイアログ(「File」メニューで「Open」を選択)、またはMRU (most-recently-used)リストを介してファイルを直接開きます。


Microsoft Outlookを使用してSharePointをオフラインで操作する

Microsoft Office 2007以降では、SharePointフォルダをOutlookで開くオプションをサポートしています。これにより、SharePointファイルをオフライン中に処理できるようになり、Outlookによって変更の同期が処理されます。シール済ファイルを処理する場合、この機能には既知の問題があります。これは、OutlookではこれらのファイルがネイティブのMicrosoft Officeファイルとは異なる方法で開かれるためです。メッセージ「Outlook cannot track the program used to open this document. Any changes you make to the document will not be saved to the original document」が、シール済ファイルをこのビューから開くときに表示される可能性があります。また、シール済ファイルに対して行われた変更はサーバーに自動的にアップロードされません。手動での送受信が必要になります。

Microsoft Office 2010の場合、シール済ファイルは電子メール添付に類似のモードで開かれ、次の保護ビュー設定が必要です。

	
「Enable Protected View for Outlook Attachments」の選択を解除します。これにより、Outlookオフライン・ビュー内からサーバー・ファイルを開けるようになります。


	
「Enable Protected View for file originating from the Internet」の選択を解除します。これにより、オフラインでの編集中にファイルを開けるようになります。





Windows Explorerを使用してシール済ファイルをSharePointから開く

Windows Vista上のMicrosoft Office 2003では、SharePointのWindows Explorerビューからシール済ファイルを開くときに問題が発生する可能性があります。Microsoft Officeには、次のようなメッセージが表示される可能性があります。

Could not open http://<sp_server>/DavWWWRoot/Docs/MyFolder/file.sdoc

この回避策として、UNCを使用してフォルダにアクセスします。例:

\\<sp_server>\Docs\MyFolder






8.1.4 コンテキスト選択ダイアログが取り消されるとLotus Notesの電子メール・メッセージが失われる可能性がある

Lotus Notesバージョン8.5の基本リリースを使用する場合、シール済電子メールの送信時にコンテキスト選択ダイアログが取り消されると、エラーが発生し、メッセージが失われます。これは、Lotus Notesの以前のバージョンでは発生しません。この問題は、Lotus Notesバージョン8.5.2では解決されています。






8.1.5 宛先がWebDAVフォルダである場合、Microsoft Office 2000/XPでシールされたファイルに対する「Save As」がブロックされる

宛先がWebDAVフォルダ(UCMなど)である場合、Microsoft Office 2000/XPでシール済ファイルに対する「Save As」の使用がブロックされます。シール済ファイルをローカル・ファイル・システムに保存し、WebDAVフォルダに手動でアップロードする必要があります。ただし、11g UCM Desktop Integration Suite (DIS)がインストールされている場合、Microsoft OfficeでDISメニューを使用すると、シール済ファイルをUCMで新しいコンテンツ・アイテムとして保存できます。

宛先がWebDavフォルダである場合、「Save as Sealed」、または「Seal To」(Windows Explorerから)の右クリックが機能します。






8.1.6 SharePoint 2010でシールされたファイルにローカル・ドラフト・フォルダを使用するよう求められない

SharePoint 2010でシール済でないファイルをチェックアウトする場合、チェックアウトに関する警告が表示され、ローカル・ドラフト・フォルダを使用するオプションが与えられます。SharePoint 2010でシール済ファイルをチェックアウトする場合、ローカル・ドラフト・フォルダを使用するオプションが与えられずにファイルがチェックアウトされます。






8.1.7 SharePointとともに使用する場合にMicrosoft ExcelスプレッドシートでOracle IRMフィールドの初期表示が正しくない

この問題は、Oracle IRM Desktopヘルプのトピック「Microsoft ExcelへのOracle IRMフィールドの追加」に示すように、カスタム・プロパティを使用して設定されたOracle IRMフィールドに関するものです。

この問題が発生するのは、Microsoft Windows Vista、Microsoft Internet Explorer 7または8、Microsoft Office 2007およびMicrosoft SharePoint 2007の組合せを使用している場合です。

カスタム・プロパティが含まれるシール済Microsoft Excelスプレッドシートを開く場合、スプレッドシートを編集し始めると、カスタム・プロパティは最初、正しい値ではなくプレースホルダー#NAME?とともに表示されます。カスタム・プロパティは、スプレッドシートを編集し始めたときに正しい値で更新される必要があります。






8.1.8 Microsoft OfficeアプリケーションおよびSharePointでの自動保存および自動回復の動作

Microsoft Officeアプリケーションの自動保存および自動回復の動作は、次のとおりです。


一般

自動回復の場合、ディスク上のシール済ファイルに回復した変更を保持するため、ファイルをディスクに即時保存するよう求められます。この動作は、自動回復をサポートしているすべてのバージョンおよびアプリケーションに当てはまります。


Word

	
サポートされているすべてのバージョン: シール済ファイルの自動保存および回復は通常どおり動作しますが、例外として、ファイル名に拡張子以外のドットが含まれる場合(例: my.filename.sdoc)、またはファイル名にダブルバイト文字が含まれる場合、自動保存がブロックされます。


	
Word 2010では、自動的に保存され、「Recovery」ペインから回復されるファイルの場合、「Save As」を実行するよう自動的に求められることはありません。ユーザーは、「Save As」を手動で実行する必要があります。





PowerPoint

	
PowerPoint XP、2003: シール済ファイルの自動保存および回復は通常どおり動作します。


	
PowerPoint 2007: シール済ファイルの自動保存は実行されません。


	
PowerPoint 2000: シール済ファイルが開いている場合、自動保存は無効になります。つまり、システムがクラッシュした場合、(シール済または元の)ファイルへの未保存の変更はすべて失われます。


	
PowerPoint 2010: 自動的に保存されたファイルは「Recovery」ペインには表示されませんが、Microsoft Office 2010では、「Backstage」ビューを介して開くことができる自動保存ファイルが作成され、変更を回復できます。





Excel

	
サポートされているすべてのバージョン: 自動的に保存されたExcelファイル(.xar)はシールされますが、これらのファイルの回復は自動的に実行されません。失われた変更を回復するには、.xarファイルを探して名前を.sxlsに変更する必要があります。


	
Excel 2010: 自動的に保存されたファイルは「Recovery」ペインには表示されませんが、Microsoft Office 2010では、「Backstage」ビューを介して開くことができる自動保存ファイルが作成され、変更を回復できます。





Microsoft Officeドラフト・ドキュメント

	
Microsoft Officeでは、未保存のファイルのコピーが短時間保持されます。これらには「Backstage」ビューからアクセスできます。Oracle IRMではこれらのファイルは自動保存ファイルとして処理されます。これらを開くと、「Save As」操作を実行するよう求められます。元のファイルのかわりに回復されたファイルを使用するには、保存したバージョンを元のファイルにコピーする必要があります。




これらの制限をふまえて、自動保存および回復に依存しないことをお薦めします。かわりに、これらのアプリケーションの使用時には、頻繁に作業を保存してください。






8.1.9 Microsoft Windows 2000は現在サポートされていない

Oracle IRMで以前サポートされていたMicrosoft Windows 2000オペレーティング・システムは、現在はサポートされていません。






8.1.10 クライアントとサーバーのロケールが異なる場合にエラー・メッセージを読み取れない

エラー・メッセージは、サーバー(Oracle IRM Server)の言語でクライアント(Oracle IRM Desktop)に送信されます。そのため、サーバーとクライアントのロケールが異なる場合は、エラー・コードが文字化けしてレンダリングされる可能性があります。ただし、エラー・コードは読取り可能なため、必要に応じてサポート・サービスに提供できます。






8.1.11 「適用」ボタンを使用せずにタブを移動すると変更が失われる

Oracle IRM Server管理コンソールでは、「適用」ボタンを含むタブ付きのページで変更を行い、「適用」ボタンを使用せずに別のタブに移動した場合、変更が失われます。変更の保存を促すプロンプトは表示されません。






8.1.12 Microsoft Office 2003でMicrosoft Office 2007互換機能パックを使用した場合に一部のファイル形式がサポートされない

Microsoft Office 2003以前でMicrosoft Office 2007互換機能パックを使用した場合に、Microsoft PowerPointおよびMicrosoft Excelの次の形式がシール用としてサポートされません: SPOTM、SPOTX、SPPTM、SPPTX、SXLSXおよびSXLTX。これらのアプリケーションの場合、シール用としてサポートされている他のファイル形式を使用してください。






8.1.13 シール済電子メールが開いているときに手動で権限をチェックインするとMicrosoft Wordがハングする

Oracle IRM Desktopで、Microsoft Wordでシール済電子メールが開いているときに権限をチェックインしようとすると、Microsoft Wordがハングする可能性があります。シール済電子メールが開いているときは権限をチェックインしないことをお薦めします。






8.1.14 Lotus Notesでシール済電子メールに一時ファイル名が表示されることがある

Lotus Notesでは、シール済電子メールに複数のメッセージまたは返信を含む通信スレッドがある場合、タイトル・バーに、正しい件名ではなく一時ファイル名が表示されることがあります。また、変更を行っていない場合に変更の保存を促すプロンプトが表示されることがあります。これらの例外は、悪影響を及ぼすものではありません。






8.1.15 サイズが2GB以上のファイルのシールはOracle IRM Desktopでサポートされていない

Oracle IRM Desktopの現在のリリースでは、サイズが2GB以上のファイルのシールはサポートされていません。






8.1.16 検索の設定時にレガシー・サーバーへのログインに失敗した後の不適切な認証オプション

索引付き検索の設定時に、Windows NT認証用に設定されたレガシー・サーバー(たとえば、10g Oracle IRM Server)に対して不正な認証資格証明を入力した場合、ログイン再試行のダイアログにWindows Basic認証のオプションが表示されます。Windows認証資格証明を使用してWindows NT認証用に設定されたレガシー・サーバーにログインしないでください。






8.1.17 レガシーのシール済ドキュメントをMicrosoft Office 2007で開くと1回目は失敗する

レガシーのMicrosoft Office 2007ドキュメント(Oracle IRMの旧バージョンでシール済ドキュメント)を開こうとしたときに、ドキュメントがシールされたサーバーとOracle IRM Desktopが同期化されていない場合、ドキュメントを開くことはできません。シール済ドキュメントは開かれず、ドキュメントがシールされたサーバーに対して認証を行うよう求められることはありません。シール済ドキュメントを2回目に開こうとすると成功します。これは、初回の試行によってOracle IRM Desktopがサーバーと同期化されたためです。また、レガシーのシール済ドキュメントを開く前に、(Oracle IRM Desktopの「オプション」ダイアログを使用して)サーバーに手動で同期化することもできます。






8.1.18 SSOにOAM 11gを使用すると「ログアウト」リンクが正常に動作しない

SSOにOAM (Oracle Access Management) 11gを使用する場合、Oracle IRM Server管理コンソールの「ログアウト」リンクが機能しません。






8.1.19 レガシー・サーバーでのデータ入力にはダブルバイト言語を使用できない

Oracle IRM Desktopのこのリリースは、これまでのリリースより多数の言語(一部のダブルバイト言語を含む)で提供されています。ただし、レガシー(10g)サーバーでは、従来どおり7ビットASCII範囲の文字でデータ(ユーザー名など)を入力する必要があります。






8.1.20 Oracle IRM Serverで[Return]キーのかわりに[Space]キーを使用する

Oracle IRM Server管理コンソールの一部のダイアログでは、[Return]キーを押してもボタンが実行されません。この問題が発生した場合は、かわりに[Space]キーを使用してください。






8.1.21 Oracle IRM Serverのカレンダ・コントロールにキーボードでアクセスできない

Oracle IRM Server管理コンソールで、カレンダ・コントロールにキーボードでアクセスできず、コンソールがスクリーン・リーダー・モードである場合はカレンダ・コントロールが表示されません。キーボードを使用して日付を入力するには、日付を入力する必要があります。








8.2 構成に関する問題と回避策

この項では、構成に関する問題およびその回避策について説明します。次のトピックが含まれます:

	
8.2.1項「ユーザーおよびグループ検索用の新規JPS構成プロパティ」


	
8.2.2項「ロールの編集バグを修正するためにOracle IRM Serverのリリース11.1.1.5.0で必須のパッチ番号12369706」


	
8.2.3項「Oracle IRM Desktopの64ビット・バージョンのインストール」


	
8.2.4項「新しい「オンライン情報」ボタンを取得するために再起動が必要である」


	
8.2.5項「Oracle Access Managerバージョン10gを使用したOracle IRMのデプロイ」


	
8.2.6項「ユーザーとグループの名前が同じ場合にLDAPの再関連付けが失敗する」


	
8.2.7項「5.5より前のバージョンからのOracle IRM Desktopのアップグレード」


	
8.2.8項「Oracle IRM Desktopをアップグレードした後のサーバーの同期化」


	
8.2.9項「Oracle IRM Desktopのアップグレード後に失われた設定を再適用する」


	
8.2.10項「ユーザー名およびパスワードを使用した認証時のOracle IRMアカウントの変更」


	
8.2.11項「Oracle RACを使用する場合にOracle IRMインストールに必要なインストール後の手順」


	
8.2.12項「Oracle IRMインストールのヘルプ・ページを英語以外のサーバー・ロケールで開く」






8.2.1 ユーザーおよびグループ検索用の新規JPS構成プロパティ

次の新規JPS構成プロパティがPS5でサポートされています。これらの設定により、Oracle IRM Server Managementコンソールのユーザーおよびグループ検索で使用される属性を定義できます。


プロパティ: oracle.irm.default.search.user.attributes

有効値(1つ以上の値をカンマで区切って指定可能):

	
NAME


	
USER_NAME


	
FIRST_NAME


	
LAST_NAME


	
BUSINESS_EMAIL




デフォルト値= "NAME,USER_NAME,FIRST_NAME,LAST_NAME,BUSINESS_EMAIL"


プロパティ: oracle.irm.default.search.group.attributes

有効値:

	
ROLE_NAME




デフォルト値= "ROLE_NAME"

これは、jps-config.xmlですでにサポートされている検索フィルタ属性を補完します。


プロパティ: oracle.irm.default.search.filter

有効値(次のいずれか):

	
EQUALS


	
BEGINS


	
ENDS


	
CONTAINS




デフォルト値= "CONTAINS"


例

JPS LDAPサービス・インスタンス・エントリの例:


<serviceInstance name="idstore.ldap" provider="idstore.ldap.provider"> 
<property name="idstore.config.provider" value="oracle.security.jps.wls.internal.idstore.WlsLdapIdStoreConfigProvider"/> 
<property name="CONNECTION_POOL_CLASS" value="oracle.security.idm.providers.stdldap.JNDIPool"/> 
<property name="oracle.irm.default.search.filter" value="BEGINS"/> 
<property name="oracle.irm.default.search.user.attributes" value="USER_NAME,NAME,BUSINESS_EMAIL"/> 
<property name="oracle.irm.default.search.group.attributes" value="ROLE_NAME"/> 
</serviceInstance>






8.2.2 ロール編集の不具合を修正するためにOracle IRM Serverのリリース11.1.1.5.0で必須のパッチ番号12369706

Oracle IRM Server管理コンソールには、インストールまたはアップグレードしたシステムに対するパッチの適用が必要な問題があります。コンテキストに対する権限を選択する場合、「プロパティ」、「編集」および「削除」ボタンが常に無効であり、使用できません。権限を選択すると、ボタンが有効化されません。

この問題はパッチ12369706により修正されます。このパッチはhttps://support.oracle.comからダウンロードできます。

パッチをインストールするには:

	
https://support.oracle.comにログオンします。


	
「パッチと更新版」タブをクリックします。


	
パッチ検索にパッチ番号12369706を入力します。


	
「検索」をクリックします。


	
パッチに示すインストール手順に従います。









8.2.3 Oracle IRM Desktopの64ビット・バージョンのインストール

このリリースでは、Oracle IRM Desktopクライアント・ツールの64ビット・バージョンをインストールするよう選択できます。このインストールに関する特定の手順はありませんが、32ビット環境に64ビット・バージョンをインストールしようとすると、この操作が不可能であることを示すメッセージが表示されます。






8.2.4 新しい「オンライン情報」ボタンを取得するために再起動が必要である

Oracle IRM Desktopの以前のリリースからアップグレードした後、「プロパティ」ダイアログ内の「IRM」タブの新しい「オンライン情報」ボタン(Windows Explorerでファイルの「プロパティ」を右クリックして取得)は、システムを再起動するまで表示されません。これは新規インストールには影響しません。回避策として、Oracle IRM Desktopの以前のリリースからアップグレードした後、再起動が必要であると求められなくても、再起動します。






8.2.5 Oracle Access Managerバージョン10gを使用したOracle IRMのデプロイ

Oracle Access Manager version 10gを使用した環境でOracle IRMバージョン11gR1をデプロイするには、ログアウト・リクエストを正しく処理するための追加構成が必要です。詳細は、『Oracle Fusion Middlewareアプリケーション・セキュリティ・ガイド』のOracle Access Manager 10gおよび10g WebGatesのグローバル・ログアウトの構成に関する項を参照してください。






8.2.6 ユーザーとグループの名前が同じ場合にLDAPの再関連付けが失敗する

LDAPアイデンティティ・ストアを再関連付けする際、ユーザーとグループの名前が同じ場合に、ユーザーおよびグループの情報をエクスポートするOracle IRMプロセスで問題が発生します。ユーザーとグループの名前が同じ場合、エクスポート・プロセスのエクスポート・ステップで、ユーザーかグループのどちらかの詳細が失われます。これは、ユーザーまたはグループの名前がファイル名として使用され、一方のファイルにより他方のファイルが上書きされるためです。再関連付け後の回避策として、ユーザーおよびグループの権限の割当てを確認し、欠落しているものを手動で再度割り当てます。






8.2.7 5.5より前のバージョンからのOracle IRM Desktopのアップグレード

Oracle IRM Desktopをバージョン5.5以上からこのリリースへアップグレードする場合は、古いバージョンがインストールされているコンピュータでインストール・ウィザードを実行できます。

5.5より前のバージョン、もしくはSealedMedia UnsealerまたはDesktopのいずれかのバージョンからこのリリースにアップグレードする場合は、古いバージョンをアンインストールしてからこのリリースをインストールする必要があります。

Oracle IRM Desktopを10g リリースからこのリリースへアップグレードする場合は、ローカルで保存した、シール済ドキュメントの使用権限(オフラインで作業を継続するための権限)が失われます。この場合は、オンライン接続およびサーバーとの同期化を行って、新しい権限を取得する必要があります。そのため、サーバーへのオンライン・アクセスを取得するまで、アップグレードを開始しないでください。

Windows VistaまたはWindows 7でアップグレードを行う場合、ファイルのロックが発生して、再試行、無視または取消しを求められる可能性があります。この状況が発生した場合は、無視のオプション使用して構いません。






8.2.8 Oracle IRM Desktopをアップグレードした後のサーバーの同期化

Oracle IRM Desktopを10g リリースからこのリリースにアップグレードする場合は、いずれのサーバー(Oracle IRM Server)とも同期化されません。そのため、「Oracle IRM Desktopオプション」ダイアログの「サーバー」タブに空のリストが表示されます。アクセス権を持つシール済ドキュメントを開くと、このリストにサーバーが自動的に追加されます。最も簡単にサーバー・リストを再移入する方法は、サーバーに対してシール済の、アクセス権を持つドキュメントを開くことです。






8.2.9 Oracle IRM Desktopのアップグレード後に失われた設定を再適用する

Oracle IRM Desktopを10g リリースからこのリリースにアップグレードする場合、(Oracle IRM Desktopの「オプション」ダイアログに示されるような)以前の設定は新しいインストールには適用されません。これには電子メール・システムのサポートが含まれます。このため、Microsoft OutlookおよびLotus Notesでシール済電子メールを処理する前にこれらをリセットする必要があります。






8.2.10 ユーザー名およびパスワードを使用した認証時のOracle IRMアカウントの変更

Oracle IRM Desktopでは、オフライン・データベースのユーザー権限がキャッシュされます。これまでのリリースでは、このデータベースはマシンの全ユーザーで共有されていました。このリリースでは、Windowsユーザーごとに1つのオフライン・データベースが存在します。

Windowsアカウントごとに、1つのOracle IRMアカウントのみを使用することを強くお薦めします。

ユーザー名およびパスワードを使用してサーバー(Oracle IRM Server)を認証する場合は、使用するアカウントを次の手順で変更できます。

	
「Oracle IRM Desktopオプション」ダイアログの「権限の更新」タブで、「チェックイン」をクリックしてすべてのサーバーの権限をチェックインします。


	
「Oracle IRM Desktopオプション」ダイアログの「サーバー」タブで、更新するサーバーを選択して「パスワードをクリア」をクリックします。


	
Adobe ReaderやMicrosoft OfficeなどのOracle IRM対応アプリケーションを終了します。

Oracle IRM対応アプリケーションがまだ実行されていると考えられる場合は、Microsoft Windowsを再起動します。


	
「Oracle IRM Desktopオプション」ダイアログの「権限の更新」タブで、「同期化」をクリックしてすべてのサーバーの権限を同期化します。




Windows認証を使用して自動的にサーバーに認証されるユーザーは、Oracle IRMアカウントを変更できません。

オフライン・データベースへのアクセスは、Windows資格証明によって保護されます。オフラインでの作業時にOracle IRMの認証が追加的に要求されることはありません。






8.2.11 Oracle RACを使用する場合にOracle IRMインストールに必要なインストール後の手順

Oracle IRMインスタンスでOracle RACを使用するには、WebLogic管理コンソールで次の手順を行って、Oracle IRMデータ・ソースを変更する必要があります。

	
「サービス」から「JDBC」→「データ・ソース」を選択します。


	
OracleIRMデータ・ソースを選択します。


	
「トランザクション」タブで「グローバル・トランザクションのサポート」→「2フェーズ・コミットのエミュレート」を選択します。


	
「保存」をクリックします。




これにより、Oracle RAC用のOracle IRMデータ・ソースのglobal-transactions-protocolがEmulateTwoPhaseCommitに設定されます。






8.2.12 Oracle IRMインストールのヘルプ・ページを英語以外のサーバー・ロケールで開く

英語以外のサーバー・ロケールでOracle IRMインストールのヘルプ・ページを開くには、次の手順を行います。

	
shiphomeを解凍します。


	
Disk1\stage\ext\jlib\にあるecminstallhelp.jarファイルのhelp\enから、HTM以外のすべてのファイル(計7ファイル)を抽出します。


	
ECMをインストールするロケールのjarフォルダ内に、これらの7ファイルを配置します。


	
変更したバージョンでecminstallhelp.jarを上書きします。











8.3 ドキュメントの訂正箇所

この時点で既知の問題はありません。
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